
l Table6 :分析ワークシート例:概念名:再就職に対する本音の尊重

研究テーマ:再就職支援会社のベテランキャリアカウンセラーが中高年失業者に対してどのような心理的援助をしているのかについて明ら

かにする。

分析テーマ:中高年失業者に対するキャリアカウンセラーの心理的援助のプロセスを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援をしているベテランキャリアカウンセラー

理論的メモ

の時に書いたことと、 3か月後の気持ちは多いに離れている。だから、みなさんには、今、

こういうお気持ちでも再就職活動をしていく上において、どんどん気持ちが代わってきます、

たとえば、年収とかね、職種とか、そういうことも、あの時、ああいったからということじ

どんどん、動いていることはお伝えください、ということを言っています。だ

氏、、そして、人間関係構築していく中で、

真の声を言ってくれないお客様

といくら向き合っていても、何も発展もないし、あのー、そういうことは意味がないのかな、

と思っています。

(E 5 P) 

くイン:関係を構築する上で工夫していることは?>

逆に 2回目、 3回目で、振れあってくれる人も

多いし、あるいは、 2か月かかる人もいる。それは、相手の方の人間的なタイプがどういう

のかによって違うんで、焦らず慌てず、

、て言う。最初の段階で確認をしている。それ

がないと行動計画を立てられないですよね。住宅ローンがあると言われたら、それは、警備

なんかやっていられない。となると転勤覚悟でも、収入優先で決めないといけないだろうな

ぁと思いつつ、進めてし 1く。斗 (概念 24 家族の中での位置づけを意識する へ移動か?)

20110804:再就職支援サービスを開始するにあたって、クライエントが再就職について、ど

のようなことを考えているのか、どのような気持ちでいるかを聴くことによって、どういう

方向で支援をしていくのか、アセスメントしている。

20110804: !Jーマンショ ック以降は、求人環境が厳しいことを認識している人が多く、急い

で活動を始めるクライエントが減った。

20110822: r再就職活動に対する本音を聴き、再就職活動の方向性を見極めるJという概念

には、「本音を聴く」としづ要素と、「再就職活動の方向性を見極める」というアセスメント

的なよう要素が混在しているので、分けて考える必要がある。

20110829 r尊重Jというキーワードで見ると、これまで会社に身をささげてきて、「ゆっく

りしたしリという気持ちを受け止めることができる。

20111001:念 3の定義の文章に入れていた、以下の文章は違う概念の説明になるので、削除し
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l Table6 :分析ワークシート例:概念名:再就職に対する本音の尊重

研究テーマ:再就職支援会社のベテランキャリアカウンセラーが中高年失業者に対してどのような心理的援助をしているのかについて明ら

かにする。

分析テーマ:中高年失業者に対するキャリアカウンセラーの心理的援助のプロセスを明らかにする

分析焦点、者:再就職支援会社で支援をしているベテランキャリアカウンセラー

た。「主主ふ之之4三と上浸度拡践活動宣ギ会よ之ζム三心主主じ虫色ふ忽技亙主主主堂張主

ながら、クライエントの三よゑアセスメと上Lエとえム斗別企鑓金主企玄却り分ける)J 

20111001この概念は、長年サラリーマン経験を経てきているキャリアカウンセラーだからこ

そのクライエントの気持ちが切実に感じられる。「しばらく休みたしリという気持ちもわかる

し、カウンセラーの所属している会社からは、とはいっても、早期に再就職を実現すること

を求められている。また、あまりお休みしても、休むことでエネルギーを「充電」すること

が目的であったのが、結果的にエネルギーを「放電Jしてしまうことになりかねないことも

ある。でも、クライエントの気持ちを「尊重」して支援することがクライエントの心理的援

助にもつながる。

20130813:K氏のヴPァリエーション。本人のキャリアの変遷を聴いた上、このたびの再就職

活動の思いを聴く。いきなり、今後、どうしましょうか、とは聴かない。まずは、キャリア

を振り返ってもらいながら、カウンセラーとしても、本人を理解する姿勢で臨んでから、今

後の方向性に対する思いを伺う。

20130813:J氏のヴァリエーション。本人も気づいていない、本音が出るタイ ミングを逃さ

ない。そのような無意識にある本音を引き出すこともキャリアカウンセラーの役割。

20130814:D氏のヴァリエーション。再就職支援会社で支援している人の中には、本人が会

社から与えられた「早期退職制度Jにオプションと付与されている「再就職支援サービスJ

を利用しているが、本気で再就職支援を検討していない人も存在する。 D氏は、サービスを

利用する「本音」をヒアリングして、その人に合ったサービスを提供しようとしている。本

音を聴くタイミング、聞き方は様々であるが、再就職支援会社で支援するキャリアカウンセ

ラー【ならでは}のアプローチであると思う。

20130814:D氏のヴァリエーショ ン。 r~袋線開援護毒殺機繁齢、その辺りの話を、まず
外堀から埋めてる。そのときはわたしが大事にしていることっていったら、 震「一一一一…一

ということになります」再就職支援会社で支援を受けている中高年失業者

の中には、自ら活動を起こすことなく、動かない人も存在する。そういう方に対して、 D氏

は、動かない「本音」を聴き、そういう方々にとって、どのような支援ができるのか模索し

ている。

20130814:D氏のヴァリエーション。 D氏は再就職に対する本音を確認するために、自らも

求人情報をリストアップするなどして、「同じ目線」で動くことをしている。したがって、キ

ャリアカウンセラーが「同じ回線Jで動くことによって、クライエントの「本音Jが引き出

されるというプロセスがあるのではなし、かと想定される。

20130825:E氏のヴァリエーション。「だから、体裁で私に対して言うことはなくて、家族に

も言えない、出身企業にも言えないことをカウンセラーにはなんでも言ってください、そし

て、人間関係構築していく中で、本当の真の声を聴いてあげるということはまず、第一歩だ

と思う。真の声を言ってくれないお客様といくら向き合っていても、何も発展もないし、あ

のー、そういうことは意味がないのかな、と思っています」このように、リストラに纏わる
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lTable6 :分析ワークシート例:概念名:再就職に対する本音の尊重

研究テーマ:再就職支援会社のベテランキャリアカウンセラーが中高年失業者に対してどのような心理的援助をしているのかについて明ら

かにする。

分析テーマ:中高年失業者に対するキャリアカウンセラーの心理的援助のプロセスを明らかにする

分析焦点者:再就職支援会社で支援をしているベテランキャリアカウンセラー

話は、状況によっては出身企業にも言えないし、プライドもあり家族にも本音を言えないこ

とがある。だからこそ、中高年失業者の「本当の真の声Jを聴いて、クライエントにとって

役に立つ支援をしたいと思っているカウンセラーの姿がうかぶ。

131116:概念名の変更。く本音の尊重>としづ表現では内容が伝わりづらいので、言葉を補足

して、く再就職に関する本音の尊重>とした。
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合、再就職支援会社のキャリアカウンセラーとして、『どのように接してどのように支援し

ているのか』、『そのような意欲の低い人のことをどのように受けとめるのか』等、という

疑問が研究者の中にあったので、そのよ うなニュアンスを含んだヴァリエーションに着目

したことが発端になった。その背景には、収益を求められる民間企業の再就職支援会社の

キャリアカウンセラーは、結果を求められる。結果とは、し、かに多くの中高年失業者を再

就職に導くかである。したがって、再就職支援会社に訪れる中高年失業者については、『す

ぐに再就職活動を始めてもらし寸、『できるだけ早く再就職先を決めてもらいたし寸等の気

持ちが働き、『再就職活動をせず、暫くはお休みしたいのですけど』という、中高年失業者

の訴えを受けとめることに困難を感じているのではないか、と想定していた。しかし、デ

ータを見ると、予想に反して、キャリアカウンセラーは再就職活動に消極的な中高年失業

者に対しても、その気持ちを尊重する姿勢があり、中高年失業者の気持ちをうけとめ、尊

重しているヴ、アリエーションが抽出できた。

以下、中高年失業者の本音を尊重しているニュアンスのヴァリエーションの一部を紹介す

る

r (A 2 '"'-' 3 P) lJ]@iiffAぞでぞの才点、今男在、 f万を考乏でいらっ Lゃ-3のかを原ぐ j:3 /，ご

Lでい-30 A湾、戎々は仕事をAつげたいのかとタ(J?L-でL-::tクが、ぞ3c!: /，式見安ら右い。

最初の刀、イダンスεす-3/ご Lでめ、今のお気汚ちε寝苦ぐ。と 3/ごLでい-30 $Lの。とクでは左

r"， ¥1プれと， 3クノ宇ぐら Lゆっぐり Lたいのか、すぐγごでる働ぎたLゆら綴務活19三t;!:1字りた

L Vのか、 L-/;f'らぐ/:1失業総f1a子受ItI;t ;jS'ら考乏たいの九ご家庭jご事停があり、すぐに厳

重きでま右r"， ¥かsL-ft在r"， ¥0 子c!:いるのぷ手権Zのことで演lJS'r"， ¥つ/;fr"， ¥か SL-ftl;tr"， ¥o J、r(D 1 

o p) あと、ほんとにfiiJL-たいのか分からと公いJ:31;tλjご/;t、案件l!J:ft/;teJ，ちょ吉 !JL-でない

んで大 JっさZっ乏のと仰で-3;j斗sL-ftよさすん。 C!:"3 L-たいのβ弘仰乏/;[Jお彦Jんの

EfTjをAI::いのか'0 G/ご立ちたr"， ¥;j)らボランティアやりたいのぷ弘ぞれから、 s3ごの1F

J士万ゐらパjごabft-3の SA者f士万斗ら8分でfiiJ;jlL-l士r"， ¥のか。 あと、お金/;tC!:'、ク在つでんのと

乏L ごft長第五どのとd'tt L-j: 3 C!: /l{つでよさ Lだ。お金/;J大丈夫ですかとか、契Jょ吉/;t在ん

とEつでらっ Lゃい与をすかとか、 .t3子主ん/;tC!:"のぐ、、らいの卒ですかとか、子供る実/;t/ft.厳令

冴身Lででといクふ3I;t tt s f1j -3 C!:ぎるありますjプJ、実療とんと公ふ 3/ご考之でらヮ Lゃ

-3んですかとぷ弘ぽんとに身Jが在r"，¥λの場王子/;t、ぞの辺Pの訴さ子、よさずが虜から:t!llめで-30

ぞのとさはわた L-;jS'大事に Lでいdうごとつでいったら、。ぎらが大要jごLでい-3sのε皮dう

といタごとにまりよきず二」、 r(G 7 P) やっぱり、本音をttL-で6らわ在いと、ゃっ/;f!J、

でさ-3jJB!Jのその才のEいに必った支援がでさと公いと1ft(ラので、中jごl;tそんなごと話す必

要l;tないと忍つでい-3;j)s L-ftl;tいL、ぞ5いクごと/;Jパの足すで/;tttL-l士ごとが右いとぞ

ん在ごと却でご在いかsL-れないです。tho 1士、、jプr、ぞの辺つで、 eh-3程度、 d"つぐ/;f'ら

Iv/ご、 ttL-でいただ、r"， ¥たJすが、ごちら 6やクやすい L、/均ご 3stt L-やすぐ右-3C!: 1ft( 3 Iし

ですね。J、r(E )真の戸、王子貞Jんの!l1j.v:声を、r"， ¥かにつかよさ乏-3か っかよさ之-3ごとが

でさ3か、がまず、勝貨だとE5んです九ですから、ロとぐ芹読者す吾、あのー、委員Jん、
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お客様のFSを夏季警に原ぐ。ぞれf:iすごいぐ大事。ごとでf;f)糾ごLでf:iv)~いのですが、王子貞

Jんが'jO・'tffL-す-3ごとぷ主体裁を子炉ヲでL匂、プヲイ件、刻、fflJj害Lでい-3、ニクいクごとf:i

Eつでい泣いんだ、げと宮夕、 といクパ;dS'to当多いんで ffiJ之f;i:クちの1停帯井手亨シ一件、

あれば{j]@fiJAぞで、ぞの線jご書いたことと、 3;がノ与畿の支持ちは多いに局'{[.ftでい-3。芝、、か

ら、み~ðlしには、今、ごクい :3.td気汚ちで 6厚~itJf;，彰/牙身を L でいぐーとにおいで、 ζ:-''N~'' 

ん支持ちが変bつでまよきす、だと乏ば:1F1/Xとかね、厳Z賓とか、ぞタいタごとめ、あの緑、

ああいったからといクごと Cゃ右いので、とんとψん、語習いでい-3ごとf:i.J守伝乏ぐ;t"dい、

といクごとをぎつでいよ吉れだ;から、俗語をでt4/，ご対Lで&:3ごとf:i凌ぐで、家族jごtJ&之

右い、政身i企業jごtJ&乏在いことをJウグンセグーにほと公んでtJ&つでぐ;t"dい、ぞLで、

パ/管漢字係持苦笑LでいぐO/(!、不当の真のFぎを原いであげ、-3といタごとはまず、第一歩;t'、t

E5。真の戸εZつでぐれ宕v)jO泊客様といぐら/骨##っでいで6、(iiJtJ J吉辰 tJ~い L、あ

のー、ぞクいクごとf:i，吉政がと公いのJが丘、 ~，fI(つでい与さず二」等である。

定義は、『再就職活動を始めるにあたって、クライエントがリストラのことをどのように受

けとめ、再就職活動について、どのように感じているのかを確認する等して、クライエン

トの本音を尊重して支援を開始すること』、とした。

以上のように、再就職支援会社を訪れる中高年失業者は、すぐに再就職活動を始めて、

できるだけ早く再就職先を決めたい人ばかりではなく、様々な状況の人が存在しており、

キャリアカウンセラーは、それぞれの状況に合わせた形で支援をしていくために『本音』

を聴こうとしている。また、リストラに纏わる話も、状況によっては所属していた企業に

も言えないし、プライドもあり家族にも『本音』を言えないこともある。以上のように、

中高年失業者の『本音』を聴いて、何とか役に立つ支援をしたいと，思っているキャリアカ

ウンセラーは、様々な切り口で『本音』を語れるパートナーであり、中高年失業者を心理

的に支える複数のソーシャルサポートの中でも、大きな役割を担っていることが窺える。

N.結果と考察

1 .結果図 (Figure3.参照)

結果図の作成については、分析テーマと照合しながら、分析焦点者の時系列的変化のフ。ロ

セスの視点で、行った。突然のリストラ宣告を受けて、多軸の喪失感、未体験の再就職活動

に臨まなければならない等、複数の不安を抱えている中高年男性失業者に対して、く対等

な関係性の醸成>、く再就職に対する本音の尊重>を通じて、 「同じ目線でともに再就職

に歩み出すJ姿勢で再就職の支援を開始して、これまでのキャリアの振り返りをしてもら

い、 「求職市場で闘う強みを身に着けさせる」ことをして、再就職に対して前向きに取り

組む状態になるまでのキャリアカウンセラーの支援のプロセスを結果図に表現した。

また、現状、再就職市場の厳しさに直面して、度重なる書類選考、面接等での不合格を

経験した中高年男性失業者に対して、 「度重なる自信喪失を丁寧にうけとめるJことをし
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て、落ち込んだ気持ちを前向きに変えて、継続的に活動ができるような支援をしている循

環的なプロセスを【厳しさの循環をうけとめ、活動を促す】として結果図に表現した。そ

して、不合格の経験を重ねる中で、中高年男性失業者に対して、キャリアチェンジへの働

きかけ等、く状況を見極め格下げの選択の提示>をする支援をして、あたかも一緒に山を

登るように、キャリアカウンセラーと中高年男性失業者が再就職活動の階段を一歩一歩歩

んでいくプロセスを【何とか再就職にたどり着く}として、結果図に表現した。

2. ストーリーライン

研究 3のストーリーラインを提示する。再就職支援会社で支援をしている、ベテランキャ

リアカウンセラーの中高年失業者に対する心理的援助のプロセスとは、再就職に向けて活

動しようとしている中高年失業者に対して【求職市場に一歩を踏み出す準備を整える】こ

とをして、中高年失業者が再就職としづ未体験な活動をする不安を抱えながら、負の感情

を受け止めつつ、再就職活動に一歩踏み出す支援を開始し、応募しても何度も不合格を体

験して、自信を喪失している中高年失業者に対して【厳しさの循環を受けとめ、活動を促

す】ような『循環的な』支援を経る中で、く本人の意思を尊重しつつも促す>ことをする

等、 【何とか再就職にたどり着く】支援をして、再就職の実現を支えていくプロセスであ

る。以下、コアカテゴリーごとの分析の記述をする。

3. コアカテゴリー{求職市場に一歩踏み出す準備を整える】について

再就職支援で支援をしているベテランキャリカウンセラーは、かつては、中高年失業者と

同じように企業に所属をして、営業、スタ ッフ等の仕事をしていた経験がある。また、ベ

テランキャリアカウンセラーの中には、かつては、自分自身もリストラ宣告を受け、再就

職活動の経験がある人もいる。 したがって、そのようなキャリアの背景を持つ、ベテラン

キャリアカウンセラーは、突然のリストラ宣告を受けた退職後、再就職支援会社の支援を

受けるために、再就職支援会社を初めて訪れる中高年失業者に対して、 r (J) ごごは広、

-Iit難 L-v)とEヮでQので、 tltffifE> L- ぐ l;tmfijJiiõ~ぞでは、在んです」がお。 度Qべぐニコ一

件グノt--7:tあれですね、互会ffif/.ご心掛jプQといクか。-ぎでE>A者jご宕っちゃ j;すいらっ Lゃ3

ので、かと't1J 、かな P交を~fJぎつで会'ffífL-よきすよね」と語られるように、く対等な関係性の

醸成>をして、安心して再就職活動ができるように受容的に迎え入れる。初期の段階で、

中高年男性失業者が、すぐにでも活動をして再就職に就職したいのか、長年、大企業で会

社に対してく多軸の強いつながり>を持ち、愛着を持って働いてきた疲れを癒すために

暫くは休息を取りたいのか等、再就職活動について、どのように考えているのか、本人の

く再就職に対する本音の尊重>をして支援を開始する。そして、中高年失業者は、 r (H) 

ゃっ 1:f!J 点、止。ん右 f厚就織のノずーどスを L でぐれQのか、あ持者J.7~初めてL 1T:から、ご

クいj r;厚渡殿、のノずーどス1:fJぎクのが初めで設ので、 ニノしと公ごとよさでLでぐれ与のJ九

ーパではでさ右v)β与ら莱でいQIしだげと: ζゲ、ごよきで歩み穿つでぐれQのぷ弘 fじゃ、 f厚
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/itfh妥;支援会在f.:)登録すればい-/1.まに応募書類吾つぐっでぐれ-3んですねJとL】ク賞初がで

-3。だ〉がら、パjごロとっ七細かいtニ与を美11，ごす-3sRl士工点。 1を》斗ら、説9ヲL凌がらめ、友

必-;L-でぐ 3とごδf;t、 'tJcl:っとttL-ぐ正吉野す3。長lOf;leh-3J震然、ダPあいのやでの受Jプ

λft~んでお」と語られるように、これまで転職活動をしてきた経験もないことが多く、

再就職活動についてのく未体験の不安をうけとめる>ことをする。また、 r (G) f;g威

す-3にあたっでrクいクお気汚ちス士、たのですか?Jつでい:3);:3在ごとは、分、L次況を

Aでお声"Z;Sfプ、ただ;すぐγごf;t紛れたぐと合い方tJv ¥-3ので、ぞの辺はちょっと緩μ、ですげ

乙 fイン:ぞごら辺の創れでいいのかと台、紛れではいjプ凌いのかと台、 とい;うとごδf;lc!::" 

:3~んですかの広1;I'tJ ょっとZヲでみで、ぞ :3 v づぎ葉をRfプ》げでみで、すぐγご;g.募

点、i&つでご在かった P、あと1;1在んでいクか、 tifT手のパ、あんよさりそ:3{;づtiflご貨れで

v\~{; 川とかは、要す-3 fご、厳かれた質!l/Jつれづのは、 ちょっ c!:: Jちん~!J尺惑い与さす。と

お」と語られるように、リストラに纏わる顛末を話したいとしづ気配があれば、本人の様

子を見ながら窺う等、本人にとってのくリストラの経緯を大事に扱う>ように、まずは本

人の気持ちを尊重している。お互いビジネスマンという同じ立場を経験して、その辛さは

痛いほど分かつているからこそ、リストラに纏わる辛い話を無理に聴くことはしない。こ

のような初期段階のやりとりの中で、 r (C) 今Eのグスメヌjごついで、あ在;t!3J.すr、ク
:Io'A% [;1，ごと公つでいよきすか、といク);:3在ごとなぞクす-3止、最初1;1、c!::"ちらかとz:3c!::、

不滞を立正き出世-3といクのをOeタのロと :3f，ごLよさすね。 ぞ:3L-よさでずんと、 と"':3L-でる、必;芳

書類とか、 ぞ:3{; ¥ク 6のに、 ぞ:3{; ¥ :3のf;l!fjでまよさず二 fl'Jあ ~J c!::盆筋立正き!fjL-でから

f士、だら、 ιgクのなでま-3l士Vプ、 I!i:t! L古LでtJ6:3);:31ごLでいよ吉ずJ と語られるよ

うに、所属していた会社、および、リストラに纏わる一連の出来事に対する感情等、抑え

きれないく会社への負の感情をうけとめる>ことをして、ネガティブな感情をできるだけ

吐きだして、再就職活動に対して前向きな気持ちになれるような支援をしている。このよ

うなフ。ロセスを経て、 r (A) 会貞Jん f厚~it，綴交差ぎ王子在で支援を安げでい-3パノ jごとつ

で、 Jククンセヌ~f;tØノ線利害ぐ挟-3ひとか\-3、青f;t tJヮと神霊在雰E支?、初之f;!: fL百
五ぞのあムお茶をノtfifげではいげと?v¥Jみたい凌ごと tJehったo eh-3いは、 fひと!1/JAJち

つで、ごごへとづぞ~J みたい在ご c!::tJ èh った。 で 6 、実療はそんと公のではと会八月ι、 ø/~袈

で指談ごとができ-3。よさと~L- ぐ f二パ =-JJ1fJJ ですよね、パームナーと L ででさ吾、とい 5

Z吸でf;l、ぞクいクごとが重要」と語られるように、中高年失業者とベテランキャリアカ

ウンセラーは、く同じ目線で二人三脚>と表現されるように、再就職活動を一緒に歩んで

いく気持ちを醸成してしだ 。そして、ベテランキャリアカウンセラーは、 r (A)恋の。C

:3 T!I;I設いげれよ 3ナノ乎ぐら Lゆっぐり Lたいのか、すぐやにでtJfldぎた(;¥から綴務五lf!Jff.書

否子炉りたいのか、 L-f;!'らぐf:t失業弟子付を受jプ右がら考Jをたいの九ご家庭jご事筋があ り、

すぐγご左手轟習でまとれゆ~tJ L-ft~い」と語られているように、様々な事情を抱えた中高年男

性失業者のそれぞれのく置かれた状況を尊重した支援>をしていくことを伝え、実行して

いく。一方、 r (F) お火、Jんが、と":3L-で6仕事を L凌げれば予】jプ宕い家族従来のやで
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I;t;j与右か仕事;jS次与さら泣いo *Æ芽のパたら 6 、第とずん 6 ぞクで ~J: j ~、学校へljつでQ

子供Jん E>o iJ.ぎに&jd:、よさI::.'/}、とれ】.13子Jノレ、 ぞj{;¥jffJ子tきをAI;t;jS、ら、 心lfè~ で(; ¥各

家庭といクのをぎつでい-3。ぞj{;¥jごとがよさず策-I-Xi字かぶんですlの語りが表現して

いるように、中高年男性失業者が所属していた会社との関係性だけでなく、中高年失業者

のく家族の中での位置づけを意識する>こともして、家族との関係性のアセスメントもし

て中高年失業者の心理的援助を進めてし、く。また、中高年男性失業者は、親の介護、住宅

ローン等の借金等も問題を抱えていることもあるので、 r (E) 家庭を兵浮デつでい-3うλf危士ど、0、

f危士ら、あの'!f2!;'穿矛とのからみとか、家反のごととか、いδん。ごとを後々に後々にtOAぞL

れ もっ Lゃ-30 (cpMノ疫反のtO};，私企J磁の指説法語車道舎の~mとか、ぞれl-x E>ち弓ん

本業Cゃな(;\から、之会-3べぐシェアを少。ぐ L 与さ~I::.;j{、ゃっ1;f!J本音l-xぞごにあっで、

と、、j~たらいいか、つでいたごと 6莱られたH.1=1ご定.-8~凌いで、凝られた線局だげd:'I;J分

のiff/lllf守でお芸評之l-x~でよさ Lたね」と語られるように、再就職活動以外のくよろず相談を

受ける>こともして「同じ目線でともに再就職に歩み出す」関係性を醸成してし、く 。

そして、具体的な再就職活動に入ると、まずは、中高年男性失業者のこれまでの仕事の

キャリアの棚卸を行う。中高年失業者は、リストラ宣告時に、これまでの会社でのキャリ

アを失うと同時に、自らの自信も失っているので、過去のキャリアを一緒に振り返りなが

ら、自信を回復させるための心理的援助をしている。 r(G) そごは経拝、お仕事を遁L

で、ぷよんM、つでまたごととか、あとl-xエどツ一件、、ですJ:.T、大変芝、づたごととか、ぞれは

J:ぐ読者まよさすよね。c;つぐクム で、こんダごとでがノしl:i'つでまたんですね。こん右ごと

大変だったですね。といjJ:j在ごとは-，1.#1，ご井秀Lでいぐノと語られるように、中高年

失業者の自信を引き出してし 1く。このように、く往時の自信の回復>を引き出すことをし

て、自己肯定感を持ってもらうような心理的援助をする。また、 r (A) Xd-ぐ仕事のpy

${;jS変わっで6、やl-x!J、援席す-3fJt!JI-xぞのパのと、ごかをAで探汚Lで{;¥Qo ぞの才の活

力、舟磯} 外タンスプルスキノル、底符可浩之公スキノ九 {sJ;をl:i:仕事;jS:達つでる、ぞの才の

ヂザ必ず力とか、パを与さとめ-3刀、が局方、 ぞj{;】ク 6のが三笠かす-3とがあ-3、 ぞれ6ひとつ

のキャグアチェンメぞの才の浮つでい3得支が、その仕事jご生かすればどt夢l-x{iif，があdう

ので在いか、 LづA習にEクj と語られるように、中高年失業者がこれまで経験してきたス

キルで、他業種他職種でも活かせる、くどこでも活かせる強みの明確化>の支援をする。

中高年失業者が、自らのキャリアをベテランキャリアカウンセラーと一緒に振り返るこの

プロセスを経ることにより、あらためて、仕事ができていた頃の自らの記憶を思い起こし

ながら、中高年失業者の自信回復の支援をしてし 1く。 r(D) bl士 Lはですね、 2~31j L

か書げと公いJすのとぎには、 É> jð J: っと、わた LのI~jからダゲ湯げを Lで-3/らで大 f(ど
んとたどt彰どったのJと。ぞれから、真欲的jごl-xf 1 Eと:心変ふタ jご紛いでいたかJとか、

ぞれβ斗ら、 fごの仕事やつでたとさ-tffつらかったごとJとか、 f宏之 Qよきでjごと、、んと公苦労

があっI::.Jとか、 f可愛之でめらクパ、彦左 ?Jとか、ぞれから、 ffj分か宏之 Q;tめjごと;0

右芳カLでたJとか、少。ぐとE>lj/lIJ;jS埋められ3求主ぎの仕事がと、んと公6のであ-3かとい
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クの否子、在んら Jがの'$で、ポE勿1ftでるロといですから、局~l!Xft -3J: ク在どアグンク"'I;t L-で

よさ吹!と語られるように、この言語化の作業を経ることにより、ベテランキャリアカウン

セラーはく手取り足取りの書類作成>を進めてし、く 。そして、再就職市場へ活動していく

準備が完了する。 このようなフ。ロセスを、カテゴリー「求職市場で闘う強みを身に着けさ

せるJとした。

4. コアカテゴリー[厳しさの循環を受けとめ、活動を促す]について

再就職の目標設定、応募書類等の準備が整うと、以後は、具体的な再就職活動に移行する。

この段階では、中高年失業者は、厳しい再就職市場に直面することになる。まず、ベテラ

ンキャリアカウンセラーは、準備が整った中高年失業者に対して、 r (1) やつでみ凌ぐ

ちゃbからと公いL、やヲでみでだめだったら、 ごごでご:3'-'づ6Uご考乏与さ L-ct :3。泣';uiJず

によさずfj轟設す-3、 と'-'¥ :3 0 ;'::"，めだったら考乏石。いぐっか、仰を出Lで、 60歳でtJlか

ノ乎で決よさったパ 6い-3L-、ぞれが季涯に底まれでい之と LかいいJ::3 ~~冶いげよとにか

ぐ、必至子いと公んだ、から、 ですんcdtめ-3c、 f涯を厚ぴ穿でtld:d'-'¥Jみf士い必至言いJすをLで

L 匂。 ノ縁のあ-3岩手在と必至きつで'-'¥ぐblプ在ので、必至子b右いとよさだ反つでまたグす3んだ

げと、、、縁のあ-3会在と出会クためには、あ、ごごjご1;1fプヲンj:'.ハyプンスタンス.1?

;;1-!J-J 1ご釘でい3かめ L-ft右いげとす-3べまことをLでい-3パjごLか必至子い1;1ld:い、

危万斗ら、 刀営実l;t，言減世ずに、すべきごとをLで'-'¥れl:i:か松らず、Uよtv¥1プ在いjプr、出

会いがあ-31;tずた; ぞれを(-g-cで、冴身Lよさ L-ct:3J c ii :3 c、ょ吉dち、みんと公J牙嘉手I;tTfiめ

与さず」と語られるように、く応募喚起の尻たたき>をして具体的な再就職活動を促す。そ

して、ベテランキャリアカウンセラー自らも中高年失業者が応募する企業を様々なネット

ワークから求人情報を探すことをする等、 r (F) だ広あとごftl;t、わた Lの信霧車漢字銃

刀クンすグーと委;実のJすの信語草原鉱だと忽いよさず二ぞ:3'-'】 :3$で、 ごの尋常パ 6必;茅Lでみ

よさ L-ct夕、 ご:3'-'¥:3JJぞ/礼の鬼才tJh!JよさすJ:cいクごとでtJl!lfを、更す-3/ご綜帯を/1;1プγ

いぐごとによっで、 -，f#l，ご冴嘉手をすdうごとに。とつで、今のこの府媛、今のごの時代、 ごれ

だげ局者L-'-' ¥んた冶』ちといクごと1;1、ごいfJJ字tJl士、みだ》芝、みたいんそれはJ!l!f!fL-でまよさずlと

語られるように、中高年失業者と一緒になって求人情報を探すこと等、く求職市場の厳し

さを同時に体感する>ことをして支援する。このように、現状、中高年失業者での採用が

厳しい現在の求職市場をともに体験するという、カテゴリー「求職市場の厳しさに一緒に

向き合うJで表現した。この段階では、定期的な面談だけでなく、お互いがリストアップ

した求人情報を共有することにより、早期の応募を促すと同時に、この具体的な活動がき

っかけになり、メール等も使い、同時に求人情報を検討する段階に入る。そして、求職市

場が厳しく、倍率が高いので、中高年失業者は、何度も複数回、不合格になる経験を体験

する。募集しているターゲットに比べて年齢層が異なる、そして、キャリア等が求めてい

る人物像とは違う等の理由により、御破算になり、また、あらたな応募先を模索すること

になる。
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一方、不合格が続く状況に至っては、ベテランキャリアカウンセラーは、 r (Aノ f~ 

J!j/.ごは必ず浄があoんですJ、 f c!::':心/;tf#秀之公才で6その砕jごλら凌げれば らJつ

とがれでLよさ之/:f返らと公いこ c!::tJeh!JよさずJ、ですJがら、 f枠jごλOiがλらと'tvゆらと台の

で8分，;jl互íÊと~ftl:: ごとで/;t/;tいのですJ、 r当然、倉秀之公才で返ら宕いタース tJeh!Jよさ

ずJ、ぞクいjc!::ifi.得すOo d1伊jごλら設かっf士之、、げなんですね，)Jと語られるように、

く不合格の受けとめ方の転換>を図ることの支援をする等、心理的援助を行っている。中

高年の年代になり、久しく受ける体験をすることがなかった面接等の就職活動について、

く詳細な振り返りによる問題の明確化>を実施して、できていなかったことを明確にする。

そして、応募先の再検討、応募書類の見直し等、く多面的な仕切り直しで再稼働>をする。

そして、その中で気づいたことを次回の面接で活かせるように、く自らの問題に向き合う

ことを促す>ことをする。そ して、く継続的な応募を励ます>はずみとする。このような

複数の不合格を『循環的』に実施しているプロセスをカテゴリー「度重なる自信喪失を丁

寧に受けとめるJとした。

5. コアカテゴリー【何とか再就職にたどり着く】について

中高年失業者は、く多面的な仕切り直しで再稼働>を何回か経る中で、再就職に近づくプ

ロセスを歩む。何度も不合格の経験を経る中で、当初、設定した再就職目標を修正せざる

を得ない段階を迎える。この段階では、長年、経験してきた業種、職種から、再就職の選

択肢を具体的に検討してし、く 。これまでの業種、職種から離れた求人を探してし、く訳だが、

ベテランキャリアカウンセラーは、 r (K)援実Lでいぐことの才ぷやっぱり援合jごロと

つでですげよ痘案Lでい」が右いとそごに気づ‘か右V¥か tJL，れないですね。その従事の彦子

板つで、今ょ吉でずっと/句ι、J:jl;t仕事をLでさたやで仕事主宰解があ£クないとEクので、

ごちらのJすから、ごの業界のご jvづ仕事/;tごク V¥クごとですJとか、いjJ:ク必ごとの

建案をあOタイ芝ンクγLでいぐっでいクとごとラですかね」と語られるように、く状況を

見極め格下げの選択肢の提示>をするようになる。また、 r (K) ご jv づ -&'~tJです。t と

かねo /f./Hiが在住事F守容とかlJt!jljL， であげ、、'Oc!::， 弟子科l;t安いJプc!::"v¥v】かと'tJちとかいクタース

tJeh!Jよさずかね。 ょ吉f士、、手い、 とかつで心づぞれは表後jごJfXつで.io'ご j;j:l/;tJちとかつでいク

A tJ vぜ ずL，0 fiiJ !ffiがやっ/;f!J芳fs'L， でいか凌いと、 J士、、んJ士、;ゐご夕、必;募jごf}'JL， でポジテ

イプYご考之られと公ぐ/;tOんでJと語られるように、キャリアチェンジの職種の具体的な仕

事内容等のく具体例の提示により背中を押す>することをしている。そして、 r (F) ご

衣パ 6ぞれはプム分理解dftoc!::いクごとかあクよさす。とお。 るちδんキャグアチェンジとい

j~;葉を、 èhóv ¥I;t，震をいた Lよさすげと:当然、強要Lよさすん。 ご本パのお考之Jすをc!::"j

dftoの」ク与をごい8分で考乏でいただ、ぐ。ぞのiJ友法c!::L，与さすと、ロとぐbl士L，，;j3gtをすdうのは、

今、あoJJぞλ」戸、ごの求λjごx-1L， で忍らぐ必;募書類を必Lたと Lで6、ほかの才々の次況

をJlで書類審査か'i!io c!:: /fI{ v ぜすとo l士、げと、、ごの勝彦jごガLでは岩手買のf写々 Jんが者$fd

ftでおられまいので、道ク厳涯を選ぶの九あó い/;t、 tJ j~、 L，o 3;/J万五lfi@jL， でOo tJ 
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ク少 L- fj分;j~~芳三"?L- でい ðlh器産jごZいのを待つの」九ごft/;1bl:: L-といタロt!Jご'fj身がと、、

クお考乏右dか、ご'fj#で考乏でいたf士、げよさすんでL-J:j;jリと語られるように、具体的

なアクションの段階のく本人の意思決定を尊重しつつも促す>に移行する。

一方で、自分が担当しているクライエントに対しては、再就職市場の困難さをともに体

験しているので、中高年失業者が、安易な形での再就職が厳しいことを把握しているので、

r (G) 宿はでさdaら試その全員JんがtI:ffjす才局、会員Jんが8らお、あの今ょ吉で

プL分やつでまだから、 ~j 今度/;1ごづちの仕事字をやクたいつでいクんだ、つf士ら、 L リ Eん で

すげとね。ぞj[;やと公ぐで、今よきでの仕事亨がや!JI::ハつで忍つでいdのに、キャグアチ

ェンジといクごとが、ごつちからダゲ》げでV¥ぐのぷ久井鮮にやヲ/;1O!Jfj分と L で ~/{ffJt

;j~'èhð。ぞれが、 fJのキャグアJククンでデグーと L での諜窟て;;~èhðんですげと、、ただ:JJf

衣、ジ、vンマですねj と語られるように、く格下げの選択肢強要への拒絶>を生じる。

また、今度は、カテゴリー「余儀なくされた選択肢を一緒に這い上がるJで表現される

ように、再就職のゴールを目指していくプロセスがある。そのうち、 r (B)実療のター

スで、 ehd;ノア外グエア会廷でま/;1SEヨ'::L-でV¥で、法ゃから訴訟、裁や/;1!J、託金、務のJすで探

Lたい、といつで、いδV¥弓旋L-l士げよ難Lかった。最後の表後、f/;綴'/T'Jt.え最後よきで

おっf士。 1fFi.経ヲで、今よさで右か在か受からと公かったのが、ぞごjご莱で、とんとんと ~j 

ちょっとで5きかクぞ夕、ぞLで、塁手筋/;1受かった、 ちょっと仰がさで、 るクごのμ/で決め

d L- ;がと公い、つで本パ ~b;jlヲ でいたので」と語られるように、面接スキル等も向上して

くるなど、面接等が頻度高く入りはじめ、く再就職の踏ん張りどころを同時に感じる>と

いうプロセスを経る。今後は、 r (K) だ:からそごの続fifで、手言葉美濃εl-tdといクごと

を、パ一件で~7ノルで働jプ/;['アノルパイ外 J: !J /;1よさだゃいいとLづ拘惨ずをLでいぐことが大事

Cゃ泣いかと公と。停にrprflJ .年jごとヮで/;1、年重点ð ごとに選択~/;1ð;キJt ð L- プタンクえがあ

dだげで6、i企業御/;1不安つでいクか、心.52L-ちゃクからお。 ぞjvづ主宰実をやヲ/:i'!Jb 

かdJ:j在'!fJで，戎々るずポ一件 Lであげ凌げれば、いげないのか衣つでいクつでいクの/;1

Iff!t[;よさすげと冶Jと語られるように、再就職の選択肢の際にく寄り添いながらひと押しを

する>ことに徹する。そして、やっとの思いで、内定を勝ち取り、中高年失業者とともに、

r (E)やっぱL、表大は反厳か次よさつで、お初1ftす石原jご、右京裁のZ葉εいただ、ぐ線、

ですが、 4ずのF手作、厳Ji!L-I::/$tlh妥・とかですね、者笠返りの'$tlh語、で/;1右いんで、あのー、 ご

れまで2λ で2パ 3JJ1fJでやっでまたごとをlJf!Jifffつで、必の一、 よ衣主ぎにあ !J;ji'乏かったJ

と扇動停のZ葉をいだf士、吃H.t;jl溺ダす石原ですねJと語られるように、くその人なりの折

り合いを感じる>を体験する。この再就職先の決定に至るプロセスをカテゴリー 「再就職

に向けた折り合い」と表現した。

v.総合考察

研究 3を通じて、再就職で支援をしている、ベテランキャリアカウンセラーの中高年失業
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者に対する心理的援助のプロセスが明らかになったと同時に、再就職支援会社のキャリア

カウンセラーが中高年失業者を支援していく上でのいくつかの心理的援助の視点が示唆さ

れた。

1. く会社への負の感情を受けとめる>支援

研究 3において、ベテランキャリアカウンセラーは、リストラの宣告を受けて退職に至っ

た中高年失業者が抱く、長年の問、所属していた会社に対する裏切られた感情、および、

再就職活動をしていくことに対する様々な不安等、多軸のく会社への負の感情を受けとめ

る>支援をしていることが示唆された。高橋(2010)が実施した、公共職業安定所における

一般職業紹介業務経験者に対する、 「公共職業安定所における求職者に対する心理的ケア

の必要性」、および、 「どのような心理的ケアが行われているのか」に関する面接調査に

おいても、 「求職者の退職にまつわる心理的なショックを軽減していく J、 「プラス思考

を維持するためのストレス対策を講じる」等、リストラという現実に関する心理的ショッ

クからの回復に対する援助や中高年失業者が抱える様々なストレスを軽減していく必要性

を指摘している。また、贋)11 (2006)は「失業初期段階でこうした心理面でのケアが十分に

されないと、転職活動にスムーズ、に入っていくことがなかなかできず、失業が長期にわた

ることも多しリと失業初期段階での心理的ケアの重要性を指摘している。一方、研究 3に

おいては、再就職活動の初期段階で、中高年失業者が、このような負の感情を『吐き出す』

ことを心理的に支援することによって、キャリアカウンセラーと中高年失業者の聞には、

く同じ回線で二人三脚>としづ独特の信頼関係が構築されて、厳しい再就職活動に一緒に

向き合う状況が整うことが示唆された。このように、リーマンショック以降、急激な経済

状況の変化の中で、中高年失業者は厳しい環境に直面して多軸の不安、喪失を感じている

ので、中高年失業者が失業をどのような体験をしているのかを真正面で受けとめ、真撃に

耳を傾けながら、その体験を聴くことが重要である。ベテランキャリアカウンセラーの中

には、自らのリストラ体験と照合しながら、中高年失業者のリストラ体験等のく会社への

負の感情を受けとめる>ことで、どのような気持ちで再就職支援を受けようとしているの

かをまずを掴もうとしている人もいる。一方、自らのキャリアにおいては、組織で働いた

経験が少なくても、組織で働くクライエントの気持ちに寄り添いながら支援をしているベ

テランキャリアカウンセラーも存在し、産業カウンセラーの資格を取得する過程で学んだ

傾聴の姿勢、スキル、及び、精神対話士の資格を取得する過程での様々な人の傾聴の経験

も含め、く会社への負の感情を受けとめる>経験は豊富である人もいる。キャリアカウン

セラーとしても、仕事を紹介するスキルだ、けで、なく、く会社への負の感情を受けとめる>

ことを含め、聴くことのスキルのトレーニングを継続していくことが重要であることが示

唆された。中高年失業者の置かれた状況は、仕事を探す悩みだけでなく、再就職に関する

不安感、自らのキャリアの喪失感、及び、経済的な問題、家族の問題等、同時に複合的な

問題を抱える場合も少なくない。 したがって、キャリアカウンセラーとしては、再就職活
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動の段階ごとに変化していく複合的な問題を抱えるクライエントのことを傾聴することに

力を入れる必要があることが示唆された。

2. キャリアに真撃に向き合う支援

研究 3において、再就職活動の初期段階で、く対等な関係性の醸成>、く再就職に対する

本音の尊重>、く未体験の不安を受けとめる>、く会社への負の感情を受けとめる>とい

う、キャリアカウンセラーと中高年失業者の関係性が構築される一連のプロセスを経て、

く同じ回線で二人三脚>とい う独特の信頼関係が構築されることが示唆された。また、こ

のような信頼関係の土台の上で、キャリアカウンセラーは、再就職の厳しい求職市場に「閉

じ目線でともに一歩踏み出す」支援をしていることが示唆された。この「閉じ目線でとも

に一歩踏み出す」支援で重要なのは、中高年失業者のこれまでのキャリアを尊重する姿勢

で、中高年失業者のキャリアに真撃に向き合うことであると思われる。自分のキャリアに

真撃に向き合ってくれる支援者が存在することによって、リストラに纏わる一連の出来事

の中での自信の喪失が、自己肯定感に変容していくのである。すなわち、中高年失業者が、

自分がやりがいを持って仕事に取り組んでいた過去の充実したキャリアを、キャリアカウ

ンセラーとの対話の中で振り返り、自分が活躍していた頃の仕事上の具体的な状況、上司、

同僚等との会話、および、貢献した事柄等が再現され、それらのことを言語化し、自らの

強み、スキル等に分解して具体的に整理をする、く往時の自信の回復>により、自己肯定

感が復活してくる。この復活してきた自分のキャリアに対する自信を背景として、再就職

の厳しさに向き合う姿勢が生成されるのである。この一連のプロセスが、 【求職市場に一

歩踏み出す準備を整える】ことであり、それが成立する前提には、キャリアカウンセラー

自身が自らのキャリアに真撃に向き合っている必要があると思われる。分析焦点者は、こ

れまで企業人として、様々な職種を経験してきた経験豊かなビジネスマンであり、これま

でのビジネスマン経験を背景にして、キャリアカウンセリングをしている、そして、これ

までのキャリアを歩んできた中で、自らのキャリアに真撃に向き合ってきた。経験してき

たキャリアに相違はあるものの、これまでも自らのキャリアに真撃に向き合い、さらに、

現在においても自らのキャリアに真撃に向き合っている姿勢がクライエントにも伝わり、

このことがクライエントとの信頼関係の土台になっているのではなし、かと、推測される。

諸富 (2010) は、カウンセラーを目指すための三つの条件として、『本気で生きるj]~自分

を深く見つめるj]Wクライエントの傍らにとどまり続ける』を挙げている。中高年失業者の

再就職活動という、仕事を探して決めるだけではなく、今後の生き方の方向性を決めてい

く人生の重要なプロセスにおいては、キャリアカウンセラーが自らのキャリアについて真

正面から真撃に向き合い、本気で生きて、その経験をもとに自らを深く見つめ、自己につ

いての理解を深め、最近の困難な再就職活動の体験過程をクライアントの傍らにとどまり

続け、ともに体験しながら支援していくことの重要性を感じる。
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3.不合格による自信喪失を丁寧に受けとめる支援

現状の求職市場において、中高年失業者は、産業構造の急激な変化、および、グローパル

化等の急速な進展の中で、比較的不利な状況に追い込まれている。したがって、再就職活

動においては、不合格が度重なる可能性が高く、自信喪失を伴い、心理的負荷も相当高い。

このような状況に追い込まれた中高年失業者を支援するためには、不合格の受けとめ方の

転換を図り、自信喪失を活動継続の原動力に変えていく支援が必要である。現状、失業期

間は長期化傾向にあるので、中高年失業者の再就職活動における、度重なる不合格による

自信喪失を支える、継続的な心理的援助が必要である。

研究 3においては、この不合格による自信喪失を受けとめる、継続的、循環的な支援のプ

ロセスとして、再就職支援会社のキャリアカウンセラーは、く不合格の受けとめ方の転換

>、く詳細な振り返りによる問題の明確化>、く多面的な仕切り直しで再稼働>、く自ら

の問題に向き合うことを促す>、く継続的な応募を励ます>としづ循環的な支援をしてい

ることが示唆された。現状の中高年失業者の求職市場の厳しさを考えると、この循環も数

十回転を回しながら、支援をせぎるを得ない人もいる。中高年失業者は、リストラ宣告を

受けて、一旦は自信喪失に陥るものの、く往時の自信の回復>、くどこでも活かせる強み

の明確化>、く手取り足取りの書類作成>としづ、く同じ目線で二人三脚>の姿勢のキャ

リアカウンセラーの支援プロセスを経て、自己肯定感を復活する。そして、中高年失業者

は、現状の求職市場の厳しさに直面して、また、自信を喪失するのである。現状の中高年

失業者には、不利な再就職の求人市場の状況においては、支援する側のキャリアカウンセ

ラーとしては、不合格の循環が、数多く続くことを想定して、 「度重なる自信喪失を丁寧

に受けとめるJ支援を循環的に実施していくことを覚悟して支援することが必要であるこ

とが示唆された。

VI. 研究 3の限界と今後の展望

1.研究 3の限界

研究 3の限界として、以下の点が挙げられる。

( 1 )研究 3においては、再就職支援会社の支援をしている、ベテランキャリアカウンセ

ラーの心理的援助のプロセスのモデルを提示しているが、このモデ、ルは限定された範囲に

おけるモデルの提示にとどまっている。研究 3においては、大手再就職支援会社 1社に所

属しているベテランキャリアカウ ンセラーを研究対象にしたが、他の再就職支援会社にお

ける、ベテランキャリアカウンセラーを調査対象としていない。他の再就職支援会社のベ

テランキャリアカウンセラーについては、キャリアカウンセラーと中高年男性失業者の関

係性のあり方の違い、ビジネスモデルの違いによって、心理的援助のフ。ロセスが相違して

いる可能性もある。

( 2)研究 3では、再就職支援会社で支援をしている、ベテランキャリアカウンセラーの
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モデルの提示にとどまり、再就職支援会社で支援をしている、経験が短いキャリアカウン

セラーを対象に調査は行っていなし、。キャリアの浅いキャリアカウンセラーの心理的援助

のモデル提示は、あらたな知見が含まれている可能性もある。ベテランキャリアカウンセ

ラーとは違った支援での支援が、心理的援助に繋がっている可能性もある。また、対象を

キャリアが浅いキャリアカウンセラーとすることにより、困難を抱えた、中高年男性失業

者を支援していく困難さを抽出できる可能性も想定される。キャリアの浅い人も対象にす

ることにより、現場での応用の精度が向上することが想定される。

(3 )研究 3においては、再就職支援会社の支援をしている人が研究対象であり、提示し

たモデ、ルは再就職支援会社という限定されたフィールドにおける、心理的のプロセスのモ

デ、ルの提示にとどまっている。前述したように、再就職支援会社で支援を受けている失業

者は日本における失業者全体の 1'"'-'2%程度と想定される。したがって、ハローワークを利

用している中高年男性失業者等、中高年男性失業者の失業体験モデ、ルは他のフィールドに

も存在することが想定される。

2. 今後の展望

以上の研究3の限界を踏まえると、今後の展望として以下のことが挙げられる。

( 1 )今後は研究対象を広げて、他の再就職支援会社の支援をしている。ベテランキャリ

アカウンセラーも研究対象としていきたい。

(2 )今後は研究対象を広げて、再就職支援会社のキャリアの浅いキャリアカウンセラー

の調査も研究対象として、支援を受ける側と支援をする側の相互作用も扱い、モデルの幅

を増やし、現場での応用の精度の向上も図っていきたい。

( 3)例えば、ハローワーク、精神障害者の就労支援を目的としている NPO法人、およ

び、精神障害者専門の人材紹介会社等、中高年男性失業者の再就職活動を支援する他のフ

ィールドにも調査対象を広げていきたい。他のフィールドにおける、心理的援助のモデル

の特徴等を比較検討することにより、それぞれの組織における支援の特徴が明確になり、

中高年男性失業者への支援の視点が増え、支援の精度が向上することが想定される。

第 6章 3つの研究の総合考察

1 .総合考察

本研究の 3つの研究は、 「現在、失業中の中高年男性失業者が失業をどのように体験し

ているのか」、そして、 「その現在進行形で失業を体験している中高年男性失業者に対し

てどのような心理的援助が必要なのか」を明らかにすることを目的にして進めた。

以上の研究目的を踏まえ、 3つの研究の総合考察においては、以下の 2つの視点で考察

を進める。第一に、先行研究概観で論じた、坂爪(2003)、高橋(2010)、贋)11 (2010)の失業

における各ステージモデルと本研究を比較検討することにより、前半では各ステージモデ
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ルとの共通点、相違点を考察し、後半では 3つのステージのモデ、ルとの比較検討を踏まえ、

本研究で抽出された新たな視点について考察し、本研究における研究者の視点である『メ

ンタル面とキャリア面を統合した視点』について 3つの研究を考察する視点で、ある。第二

に、中高年男性失業者の失業の語りを聴くことを大事にして支援する視点について 3つの

研究を考察し、再就職支援会社におけるメンタル面とキャリア面の統合的視点で、心理的

援助の担い手としての臨床心理士の役割についての可能性と課題について考察する視点で

ある。

1.失業中の困難な現実を受け入れるプロセスのメンタル面とキャリア面の統合した支援

ここでは、まず、各ステージモデ、ルと本研究の比較検討を行い、次に、失業中の困難な現

実を受け入れるプロセスのメ ンタル面とキャリア面の統合した支援について考察する。

各ステージモデ、ルと本研究の比較については、前半では日本の失業研究における各ステ

ージモデ、ルの比較検討を行う。後半では 3つのステージのモデルとの比較検討を踏まえ、

本研究で抽出された新たな視点について考察する。前述したように、ステージモデ、ルにつ

いて、高橋(2010)は「失業者の体験を時間的な変化の中で捉えようとするものであり、失業

者の理解とその援助に重要な示唆を与える」と肯定的に捉え、「性別や年齢等の属性をある

程度限定すれば、一定のパターンが得られる可能性」、「臨床的な援助に繋げるには各ステ

ージの移行要因を明らかにすることが必要」と指摘し、研究対象を限定したステージモデ

ルの有効性とその研究結果を具体的な心理援助に活用する際のポイントを指摘している。

まず、 2008年のリーマンショ ック以前の失業研究におけるステージモデル研究は、 1990

年代後半の非自発的中高年男性失業者を含んだ調査対象にしたインタビューデータをもと

に事例研究を行った坂爪(2003)の質的研究と、 1990年代後半の非自発的中高年男性失業者

を調査対象にしたインタビューデータをもとに M-GTAを使った高橋(2010)の質的研究が

ある。

次に、 2008年のリーマンショック後の失業研究におけるステージモテ、ル研究は、従業員

の働く環境が厳しく、リストラを宣告される前後の心理的ストレスが日本企業と比較して

高いと想定される外資系企業において、再就職支援会社で活動中の失業者を対象にした贋

)11(2010)の質的研究がある。そして、 2011"'2012年において、再就職支援会社の支援を受

けて活動している非自発的中高年男性失業者を調査対象にしたインタビューデータをもと

にM-GTAを使った質的研究を行った本研究がある。本研究においては、前述したように

高橋(2010)が指摘した「性別や年齢等の属性をある程度限定すれば、一定のパターンが得ら

れる可能性Jを追求するために、データの範囲をより限定して、非自発的中高年男性失業

者を、精神疾患を抱えながら再就職活動している層と、失業期間が 1年以上経過して長期

化している層という、失業中のストレス度が高いことが想定される 2つの属性の層に調査

対象を分けて研究を実施した。

以下、各ステージモデルを比較検討して、共通的、相違点を考察する。
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第一に、本研究と坂爪(2003)について、それぞれの質的研究で抽出された失業体験の概念

に関して、比較検討した共通点について述べる。前述したように、坂爪(2003)は、リーマン

ショックより以前の 1990年代後半に、 20歳代、 30歳代、 50歳代の再就職支援会社の支援

を受けて活動した経験のある非自発的中高年男性失業者を含んだ 3人を調査対象に、再就

職実現後のレトロスベクティブな語りをもとにして事例研究とい う形で、質的研究を行った。

その研究の成果として、坂爪(2003)は、失業者の心理的課題として、「前所属企業に対する

ネガティブな感情Jr再就職に対する不安Jr看板はずしJr居場所の確保Jr働き方の再確

認Jr配偶者との課題の共有Jの6つの課題を提示している。

これらの 6つの失業者の心理的課題に関する本研究との共通点としては、以下の点が挙

げられる。 リストラを宣告した「前所属企業に対するネガティブな感情Jや、業種、職種

を変えることを検討せざるを得ない「再就職に対する不安J、重要なソーシャルサポートの

ひとつである「配偶者との課題共有Jという 3つの心理的課題は、本研究においても、具

体的な概念名の相違はあるものの、同様の概念が抽出されており、離職後の再就職活動に

おける共通の心理的課題と考えられる。

一方で、これらの 6つの失業者の心理的課題に関する本研究との相違点としては、以下

の点が挙げられる。すなわち、 2つの研究に共通の心理的課題で、ある「前所属企業に対す

るネガティブな感情Jについて、質的な相違があることが挙げられる。すなわち、本研究

においては、失業期間が長期化した中高年男性失業者という属性においては、離職前の段

階では、会社とはく多軸の強いつながり>があり愛着も感じているが、く蓄積された心理

的距離>も感じており、リストラ宣告時には、く貢献の思いへの裏切り>という、単層的

なネガティブな感情ではなく、愛憎の形で、愛着を伴った複層的なネガティブな感情を抱い

ていることも示唆される点が相違的として挙げられる。また、精神疾患を抱えた中高年男

性失業者という属性においては、く第一線からの撤退を余儀なくされる>、く病気の無理

解への諦め〉等の概念、で構成される「リストラ以前に組織から引き剥がされるJ経験をし

て、リストラ宣告時には、く蓄積された覚悟>としづ概念で表現されるように、怒りとい

う情念を伴ったネガティブな感情というよりは、一歩号|し、た冷めた思いでリストラという

現実に対して覚悟を持って受け入れていることが示唆された。

第二に、高橋(2010)が提示したモデ、ルと本研究の共通点を述べる。高橋(2010)と本研究の

共通点は以下の通りである。

第一の共通点として、 2つの研究を通じて、中高年男性失業者は、失業体験の中で多軸

の喪失感を抱いていることが挙げられる。高橋(2010)においては、く仕事の喪失>、く居場

所の喪失>、く会社への愛情の喪失>等の概念が抽出され、「中高年失業者は失業によって

会社を失うことで、会社だけでなく社会との繋がりを段階的に、かっ多様な次元において

喪失することが明らかになった」と指摘している。本研究においても、く蓄積された心理

的距離>、く居場所の喪失>、く社会的位置づけの喪失感>等、多軸の喪失感がプロセス
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の中で段階的に抽出されており、長期化した中高年失業者の多軸の喪失感を受けとめなが

らの支援の重要性が示唆された。

第二の共通点として、高橋(2010)では、 「長期化の要因として、当面の雇用保険の受給と

再就職事情の厳しさから、やや逃避的に『何とかなるだろう』と楽観視し、失業状態を選

択するケースも少なからず見られた」と指摘している。すなわち、く積極的に楽しむ>、

く疲れを癒す>等の概念、で表現されるように、失業としづ現実に対して、向き合うことを

避けるような対処行動をしていることを明らかにしている。本研究においても、再就職活

動の初期段階で、く受身の姿勢で支援を受ける>、くしばらくは休むと決め込む>等の概

念で構成される「見通し無き休息」というカテゴリーで表現されるように、失業初期段階

の空白期間が失業の長期化の要因のひとつになっていることが示唆されることを明らかに

した。

第三の共通点として、中高年男性失業者とリストラを宣告され離職後の会社との関係性

について、リストラに纏わる会社への愛着や怒りという、中高年男性失業者が会社組織に

抱く感情について、会社への愛着と怒りが愛憎という形で混在するとしづ構造の共通点が

あることが示唆された。高橋(2010)では、リストラ宣告後の離職後においては、く愛社精神

の維持>、く愛着の維持>、く会社への未練>等、中高年男性失業者と前職の会社との繋

がりの強さを表現する、会社への愛着の概念が抽出されている。また、リストラ宣告され

た後の離職後のく裏切られ感>、く怒り>、く会社との一体化の拒否>等、中高年男性失

業者が会社に抱く怒りを表現する概念も抽出されている。このように、会社への愛着と怒

りが愛憎という形で混在するとしづ構造は、本研究との共通点でもある。そして、会社離

職後に感じるく怒り>、く愛着の維持>のいずれの反応の根底にも、就労時の「会社への

愛着Jがあることを指摘していることも、本研究との共通点でもある。

次に、高橋(2010)が提示したモデ、ルと本研究の相違点を述べる。高橋(2010)と本研究の相

違点は以下の通りである。

前述した「会社への愛着Jという点に関して、高橋(2010)との相違点を述べる。中高年男

性失業者とリストラを宣告される以前の会社との関係性について、高橋(2010)では、【会社

への没入と喪失】というコアカテゴリーにおいて、「会社が家族や社会になる」、「会社への

愛着J、「会社との繋がりの絶対視J等のカテゴリーで表現されている。すなわち、リスト

ラされる直前までは、中高年男性失業者は会社との絶対的な繋がりや愛着を感じており、

会社と個人が一体化した密接な関係性を明 らかにしている。本研究においては、リストラ

以前の段階から、会社に対する愛着が段階的に薄れていく心理的プロセスを抽出しており、

リストラ以前の段階における会社に対する愛着について質的な違いがあることが示唆され

た。

第三に、リストラ宣告時に中高年失業者が抱く怒りの感情について、従業員の働く環境

が厳しく、リストラを宣告される前後の心理的ストレスが日本企業と比較して高いと想定

される外資系企業において、再就職支援会社で、活動中の失業者を対象に質的研究を行った
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贋川(2010)と、比較検討を行った。本研究においては、分析対象者の内の 1人が外資系企業

に所属しているが、抽出された概念、カテゴリーは、概ね、日本企業の特徴が抽出されて

いる。

慶川1(2010)の調査対象者の中でも、本人の属性が本研究の対象者に似ている層と比較する

ことにより、以下の共通点が示唆された。本研究と属性が似ている層とは、慶)11(2010)の研

究対象者の中で、外資系 1Tに所属し、直近の勤続年数が比較的長期で、平均年齢 48歳 (45

'"'-'50歳)の既婚、子どもを有している男性 3人である。この 3人は会社への帰属意識は高

く、失業期間は平均 1年と長期化している。贋)11(2010)は、この 3人の特徴として、「環境

変化を受け入れて未経験の分野に挑戦しなくては展望が開けないことは頭で、は分かつてい

るが、気持ちはまだ受け入れきれていない。複数の理由が考えられるが、立ちすくんで一

歩踏み出せない様子が現れているJと指摘している。したがって、この層は、本研究にお

ける研究対象者と同様、[出口無き暗聞を歩く】というカテゴリーで表現しているような「暗

闇の中で足踏みしている絶望感」を抱きながら、厳しい失業体験の渦中にいると考えられ

る。したがって、外資系企業においても、在籍年数が長く、会社への帰属意識が高い、長

期化した中高年男性失業者については、失業体験の一部のプロセスにおいて、日本企業に

在籍する中高年男性失業者と相似した心理的プロセスを体験しているかもしれない。

外資系企業に在籍していた失業者のみを研究対象にした慶)11(2010)と本研究の 2つの研

究を比較検討した結果、リストラ時に抱く怒りの質の違いがあることが示唆された。

前述したように、本研究においては、中高年男性失業者は、会社とはく多軸の強いつな

がり>を感じているが、一方でく蓄積された心理的距離>も感じており、リストラ宣告時

には、 く貢献の思いへの裏切り >という、愛憎の形で愛着と怒りを伴った感情を抱いてい

ることが示唆された。

一方、外資系企業の場合、贋川(2010)では、くいきなり十分な説明もなく>、く犯罪者扱

い>等の概念や、“売られた喧嘩は買うのが当然"等のヴァリエーションで表現されるよう

に、会社との関係性において愛着は感じられず、会社との希薄な関係性において、愛憎と

いう形ではなく、瞬間的なドライな怒りの感情を抱くという、リストラ宣告時の会社への

怒りに関して質的な違いがあることが示唆された。一方で、本研究における調査対象の中

高年男性失業者は、会社の在籍年数も長く、転職経験をしている人が少ないという要因も

あり、会社とはく多軸の強いつながり>を持ち、一定の愛着を持っていることが想定され

る。以上のリストラに纏わる怒りの感情の質的な相違の背景にあるのは、日本企業と外資

系企業おける、会社に対する愛着の度合いの違いに起因すると考えられる。

以上の各ステージモデルの比較検討を踏まえ、次は、総合的に考察して、抽出された新

たな視点について考察する。その結果、本研究において、失業のステージモデルについて、

以下の 3つの新たな視点を提示している。

第一の新たな視点として、本研究においては、坂爪(2003)、高橋 (2010) が調査を実施

した 1990年代後半以降よりも雇用環境が厳しい、リーマンショック後の経済環境下、精神
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疾患を抱えた中高年失業者、長期化 (1年以上)した中高年男性失業者という限定された属

性における、現実味、切実感のある失業体験のプロセスを明らかにすることができた。

現実味、切実感のあるリアルな失業体験という点について、精神疾患を抱えた中高年男

性失業者という属性においては、以下のプロセスを抽出することができた。精神疾患の発

症を契機に、 「リストラ以前に組織から引き剥がされるj 体験をし、く責任ある仕事を完

遂できない喪失感>、く第一線からの撤退を余儀なくされる>、く病気への無理解への諦

め>、く会社組織への愛着の減退>等の一連の喪失体験を経る中で、会社からリストラ宣

告を受けて、 [覚悟と不安を抱えながらの再就職の準備】をして再就職活動に臨み、精神

疾患の【再発の不安により選択肢が狭まる辛さ}を抱えながらも、家族、仲間、および、

キャリアカウンセラ一等、信頼できる【限られたソーシャルサポートの支え】を受けて、

自らの仕事観等を転換しながら直面する厳しい現実を受け入れていく、というリアルな失

業体験のプロセスが明らかにされた。

また、失業期間が長期化した中高年男性失業者という属性においては、以下のプロセス

を抽出することができた。長期化した失業期間中、く底なしの書類不合格>、く積み上げ

てきたものが崩される面接不合格>等の概念で表現される「度重なる不合格の山に阻まれ

るJとしづ労働市場からの深い拒絶感を体験し、く永久に職に就けない不安>等の絶望感

を抱えながら、再就職の『出口』の光が見えない失業の渦中をもがき苦しみながら【出口

無き暗闘を歩く】という、切実で厳しいプロセスを体験していることを明らかになった。

以上の本研究で得られた、現実味のある切実なリアルな体験については、坂爪(2003)、

高橋(2010)との研究法の違いに起因することが考えられる。したがって、研究法の相違と

いう視点で、坂爪(2003)、高橋(2010)と、本研究の比較検討について述べる。研究法の限

界という点に関しては、坂爪(2003)は「過去の経験の認識は、現在彼らが置かれている状況

に大きく影響していると考えられる、かつ、 ;再就職からインタビューを実施するまでの期

間がぱらぱらであり、このことも、過去の経験の認識に影響を与えると考えられる」と、

過去を語ることで実際の体験の語りに影響を与えるというレトロスベクティブな手法の限

界を指摘している。さらに、坂爪(2003)では年代が異なる 3つの事例を質的に分析し、失業

者の心理的課題を提示はしているが、事例研究という手法の限界もあり、各年代という属

性の失業体験のモデ、ルを抽出するまで、には至っていないと考えられる。

また、研究法の限界という点に関して、高橋(2010)と比較検討して述べてみる。前述した

ように、高橋(2010)は、失業者の社会的支援を行う NPO法人に参加している、 1990年代

後半以降に失業を経験し、離職後、平均 4.7年経過して調査時に失業状態にない 50代、 60

代中高年男性を対象にした調査で、失業体験をレトロスペクティブに振り返る語りを

M-GTAの質的分析により、失業体験の時系列の心理的プロセスを明らかにしている。その

結果、「会社への没入」、「会社の喪失体験」、「会社生活の喪失」、「社会からの排除・孤立J、

「社会からの経済的支援の喪失J、「労働市場からの拒絶J、「新たな働き方」、「失業による

気付きと社会との多面的な繋がり J等のカテゴリーから構成される時系列のステージモデ
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ルを生成している。

しかし、各ステージで抽出されたく長期化の懸念>等の概念について、失業の長期化に

よる不安感等を示唆する概念が複数抽出されているものの、失業者の切実な感情の表現と

いう点においてリアリティが薄い印象を受ける。この点については、調査対象者の大半が

失業者のための社会的支援を行う NPO法人の会員であることにより、失業仲間との関係

が深く、相互にサポートされていること、および、失業問題に関心があり、失業を受身で

はなくポジティブに捉えている等の傾向があり、失業体験をポジティブに表現しているこ

とも考えられる。高橋(2010)自身も「失業問題への関心の高さ、失業者仲間を有しているな

どの偏りがある可能性」を指摘しており、さらに、「対象者が今の自分を肯定したいという

思いやプライドなどから、失業体験をやや理想的な、あるいはポジティブなものとして語

っていた可能性は否めないJと、レトロスベクティブな回想という手法の限界を指摘して

おり、長期化した失業の渦中にある中高年男性失業者の深い絶望感等のリアルな様相を抽

出するまでには至っていないことが考えられる。

また、高橋(2010)が指摘している、く見通しを立てる>、く切り替える>、く人生の再設

計>という、失業体験に対する積極的な認知的対処が行われていたことを示唆する結果等

の点についても、調査対象者の偏りとレトロスペクティブな回想、としづ手法に、一部、起

因することも考えられる。

本研究において抽出された第二の新たな視点として、本研究における失業体験のプロセ

スのモデル図中に、精神疾患を抱えた中高年男性失業者、および、長期化した中高年男性

失業者と、再就職支援会社のキャリアカウンセラ一、家族、元会社の同僚、会社以外の仲

間等のソーシャルサポートとの関係性の相互作用を包含したプロセスの様相を提示したこ

とが挙げられる。中高年長期失業者とソーシャルサポートの相互作用のプロセスの具体例

として、ソーシャルサポートのひとつで、ある再就職支援会社のキャリアカウンセラーとの

関係性においては、「受身の個別支援に先導されるJ、「格下げの選択肢強要への抵抗J、「身

の丈感の共同醸成J等のカテゴリーで表現されるように、中高年男性失業者が置かれた状

況に応じて、その関係性が変化してし、く長期的な相互作用を通じて、く選択肢が封じられ

た現実を受け入れる>ことを体験し、く限られた選択肢を検討せざるを得ない>状況に追

い込まれながらも、再就職活動を継続しているプロセスを抽出することができた。一方、

高橋(2010)では、在職中からリストラ宣告を受ける体験、そして、再就職中の体験等、中高

年男性失業者の段階的、時系列的な心理的プロセスを表現したモデ、ル図を提示しているが、

家族、仲間等のソーシャルサポートとの相互作用まで、を含んだ、モデ、ル図を提示するまでに

至っていない。すなわち、く家族関係の変化>、く親戚関係の充実>、く前職の同僚との

関係性>等、家族、仲間等のソーシャルサポー トとの関係性を表現している概念は抽出さ

れているものの、その概念の動きのプロセスはモデル図には表現されていない。

本研究において抽出された第三の新たな視点として、中高年男性失業者については、リ

ストラ宣告されるかなり以前より、会社組織に抱く愛着の感情が薄まっていくプロセスが
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始まっていることが明らかになったことが挙げられる。長期化した中高年失業者という属

性については、く多軸の強いつながり>という概念で表現されるように、中高年男性失業

者が、会社内の人間関係、会社が扱っている商品等、様々な面で勤務してきた会社との繋

がりや強し、愛着を感じながらも、同時に、会社内の処遇、仕事内容の適合の度合い等の様々

の要因で、リストラを宣告される以前から、会社との心理的距離が離れていくプロセスも

体験していることが明らかになった。リストラを宣告された際に、く献身の思いへの裏切

り>としづ概念で表現されるように、勤務してきた会社に「長年のつがなりを断ち切られ

るJ感情を抱き、会社に対する愛着と怒りが、愛憎の形で現れるプロセスがあることが示

唆された。また、く残っても過酷な選択肢>、く幕引きは自分でする>等の概念で構成さ

れる、「諦めの見切り発車Jというカテゴリーにおいては、リストラに纏わる会社側との複

数回の面談を通じて、最終的には、追い込まれながら再就職活動に対して明確な展望がな

いまま、自らの意思で退職して再就職活動に入っていくプロセスがあることが示唆された。

また、精神疾患を抱えた中高年失業者としづ属性についても、く責任ある仕事を完遂で

きない喪失感>、く第一線からの撤退を余儀なくされる>、く病気の無理解への諦め>、

く会社組織への愛着の減退>、く残っても居場所がない>、く残っても病気悪化の不安>

等の概念で構成される「リストラ以前に組織から引き剥がされるJというカテゴリーで表

現されるように、会社組織に抱く愛着が薄まっていくプロセスがあることが示唆された。

これまでは各ステージモデ、ルと本研究について比較検討して考察してきたが、ここから

は、失業中の困難な現実を受け入れるプロセスのメンタル面とキャリア面の統合した支援

について考察する。

ここでは、 3つの研究を通じて明らかになった、再就職支援会社における中高男性失業

者という『支援を受ける側』と、キャリアカウンセラーという中高年男性失業者に対して

『支援をする側』のプロセスを通じて、 『メンタル面とキャリア面の統合的視点』で心理

的援助のモデ、ルを考察する。本研究においては、精神疾患を抱えた中高年男性失業者の研

究においては、 「発症から再就職に向けて直面する現実を受け入れていくプロセスJが明

らかになり、失業期間が長期化した中高年男性失業者の研究においては、 「再就職中に向

けて直面する現実を受け入れていくプロセスJが明らかになった。ここでは、以上の 2つ

のプロセス研究から明らかにされた、中高年男性失業者が「直面する現実を受け入れてい

くプロセスJにおける「メンタル面とキャリア面を統合した視点」の心理的援助について、

具体的なプロセスの詳細を分析することによって考察する。

先行研究概観において前述したように、渡辺(2008)は、日本におけるキャリアカウンセリ

ングの課題を「マッチングモデ、ルからキャリアモデルへの移行が起きていなしリ、「日本社

会ではキャリアカウンセリングが専門的な機能であるという認識には達しているとはいえ

ないJ等と、キャリアカウンセリングにおける専門性の不足等、キャリアカウンセリング

の現場において職業とのマッチングの域を脱することができていない状況を指摘している。

渡辺(2008)の指摘について、再就職支援会社の現場でキャリアカウンセラーとして働く研究
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者自身も同様の感想、を持っている。また、前述したように、渡辺(2008)は「キャリアカウン

セリングとパーソナルカウンセリングの融合が進みつつあることJを指摘し、メンタル面

をキャリア面との相互関係の側面から理解できるカウンセラーの存在の重要性を指摘して

いる。

以上の渡辺(2008)の指摘を踏まえ、今回の 3つのプロセス研究を通じて、中高年男性失業

者が失業期間中に遭遇する困難をどのように受け入れるのかのプロセス、および、再就職

支援会社で支援しているベテランキャリアカウンセラーが困難に遭遇する中高年男性失業

者を支援するプロセスについて、 『メンタル面とキャリア面の統合的視点』で詳細に分析

した。結果、中高年男性失業者が受け入れる困難な現実のプロセスごとに、心理的援助を

受ける側、心理的援助をする側のそれぞれについて、メンタル面の支援とキャリア面の支

援が統合して相互作用し合うプロセスが存在することが明らかになった。先行研究の慶川

(2010)も総論としての『メンタル面とキャリア面の統合的視点』の重要性は指摘してはい

るものの、 『心理的援助のどのプロセスの中で、具体的にどのような、メンタル面とキャ

リア面の統合的視点が必要かどうか』まで、の細かなフ。ロセスの指摘はなかった。今回の研

究の成果として、 M-GTAを使ったプロセス分析により、精神疾患を抱えた中高年男性失業

者、失業期間が長期化した中高年男性失業者という、それぞれの属性について、より詳細

な失業体験、心理的な援助のプロセスが明らかになり、支援を受ける側、支援をする側の

メンタル面とキャリア面の統合的支援の具体的なプロセスが一部、明らかなったことが挙

げられる。以下、今回の研究で抽出された、メンタル面とキャリア面の統合した支援が行

われていた、それぞれの困難な現実を受けし、れるプロセスに具体例を挙げて、説明する。

( 1 )く往時の自信の回復>するプロセスにおけるメンタル面とキャリア面を

統合した支援

キャリアカウンセラーの支援の中の概念く往時の自信の回復>におけるプロセスに、『メ

ンタル面とキャリア面の統合的な支援』が含まれていることが示唆された。すなわち、中

高年男性失業者への支援のひとつの側面としては、キャリアカウンセラーが中高年男性の

これまでのキャリアの『語りを聴く』という支援の方策は、心理臨床的にはナラティブア

プローチによる支援にも近く、結果的にメンタル面の支援にもなっている。前述したよう

に、河合(2002)は、自らの人生に自らの経験を整理して位置づけてしだ手法としての『物語』

の重要性を指摘している。また、慶)11(2006) ~失業の語り』を聴くことの重要性を挙げて

いる。このように、 『語りを聴く』ことによって、中高年男性失業者は、自らのキャリア

観と仕事の内容と周囲からの評価が一致し、自己肯定感が高かった頃のことを想起するこ

とができ、自らのく往時の自信の回復>をする中で、自己肯定感を醸成していくプロセス

が進めることができる。

また、中高年男性失業者への支援のもうひとつの側面としては、キャリアカウンセラー

が中高年男性失業者のキャリアの『語りを聴く』という行為の中には、過去のキャリアで
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の成功体験を様々な角度から聴く中で、 『どのようなキャリアが本人の強みになっている

のか』、 『どのようなスキルが他の業界、職種でも活かせるのか』という、くどこでも活

かせる強みの明確化>につながる、キャリアカウンセリングにおける、他業界、他職種で

も転用可能なスキル、経験を明らかにしていくプロセスが含まれていることが示唆された。

さらには、他業種、他職種でも転用可能なスキル、経験を『言語化』していくプロセスに

は、自分のキャリアの棚卸をして、今後の再就職活動で使う、履歴書、職務経歴書等を作

成していくという具体的活動に繋がる支援のフ。ロセスを含んでいることも示唆された。

このように、く往時の自信の回復>というプロセスには、リストラという厳しい現実に

直面して多軸の喪失感、不安感等を抱く中、中高年男性失業者が具体的な再就職活動に向

けて準備を進める『困難』な状況において、キャリアカウンセラーというソーシャルサポ

ートからの『メンタル面とキャリア面の統合的な支援』のプロセスが含まれていることが

示唆された。

(2) r度重なる自信の喪失を丁寧に受けとめるJプロセスにおける

メンタノレ面とキャリア面を統合的した支援

カテゴリー「度重なる自信喪失を丁寧に受けとめる」では、く不合格の受けとめ方の転

換>、く詳細な振り返りによる問題の明確化>、く多面的な仕切り直しで再稼働>、く自

らの問題に向き合うことを促す>、く継続的な応募を励ます>という、キャリアカウンセ

ラーが、中高年男性失業者が遭遇する複数の不合格の連鎖をうけとめ、前向きの力に転換

してし、く循環的な支援のプロセスが表現されている。このプロセスの中には、 『メンタル

面とキャリア面の統合的な支援』が絡み合いながら循環しているプロセスがあることが示

唆された。すなわち、く不合格の受けとめ方の転換>の支援のプロセスには、臨床心理学

における認知の転換のアプローチの要素が包含されていることが示唆された。また、く詳

細な振り返りによる問題の明確化>の支援のプロセスには、中高年男性失業者がどのよう

な点が原因で面接不合格になったのか、次回の面接においてどのような点を改善すればよ

いのか、どうしたら面接に合格できるか等という、キャリアカウンセリングにおける面接

のスキル面でのアドバイスの要素も多分に含まれていることが示唆された。このように、

カテゴリー「度重なる自信喪失を丁寧に受けとめるJとしづ循環的な支援のプロセスを構

成するそれぞれの概念には、度重なる面接の不合格という再就職市場の厳しさの『困難』

な状況に直面して、自信を喪失していることへのメンタル面の支援と、面接内容の具体的

な振り返りから、面接の応答として適切な対応を身に着けるというスキル面の具体的なア

ドバイスというキャリア面の支援という、 『メンタル面とキャリア面の統合的な支援』の

プロセスが含まれていることが示唆された。

( 3 )キャリアチェンジのプロセスにおけるメンタル面とキャリア面を統合した支援
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中高年男性失業者がキャリアチェンジを検討、実行に移さなければならないプロセスに

ついては、 「余儀なくされた選択肢を一緒に這い上がるJとい うカテゴリーで表現される

キャリアカウンセラー側の一連の支援プロセスが存在することが示唆された。すなわち、

キャリアカウンセラーとしては、中高年男性失業者がこれまでのキャリアを捨て、新たな

キャリアに挑戦するというプロセスの中で、く格下げの選択肢強要への抵抗>に表現され

る、キャリアカウンセラーに対する抵抗、および、想定外のキャリアに対する抵抗に対す

る心理的援助も意識していることが示唆された。一方で、キャリアカウンセラーとしては、

く状況を見極め格下げの選択肢の提示>等、他業界、他職種でも通用する転用スキルを土

台にした具体的なキャリアチェンジの選択肢を提示することで、中高年男性失業者がキャ

リアチェンジを検討していくことを支援していくプロセスが示唆された。さらに、く具体

例の提示により背中を押す>としづ指示的な支援のプロセスを経て、く本人の意思を尊重

しつつも促す>をしていくというキャリア面での支援をしている等、 『メンタル面とキャ

リア面の統合した支援』のプロセスが含まれていることが示唆された。

一方で、キャリアチェンジに直面する精神疾患を抱えた中高年男性失業者の体験のプロ

セスでは、く書類だけで不合格の落ち込み>を経験した後、く今の自分でもできることを

見出す>、くできる仕事が縮小されていく>、く何とかできそうな仕事をせざるを得ない

>としづ、 「選択肢が狭まる諦めJを受け入れていくような、 『メンタル面とキャリア面

の統合した支援』のプロセスが含まれていることが示唆された。

また、失業期間が長期化した中高年男性失業者の体験では、く底なしの書類不合格>、

く積み上げてきたものが崩される面接不合格>、く強みが活かせない>という困難に直面

するプロセスを経て、く永久に職に就けない不安>を抱き、 『出口』が見えない底無しの

不安を抱く状況に至ることが示唆された。そして、く共有した時空間が触媒になる>の概

念が表現している、 l年以上の長期に渡るキャリアカウンセラーとの関わりの相互作用の中

で、く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>という、自らのキャリアにとって『譲

れないもの』が明らかにされていく心理的援助のプロセスが含まれていることが示唆され

た。以上の心理的援助のプロセスは、キャリアカウンセリングにおけるキャリアカウンセ

ラーとの日々の度重なる相互採用の影響を受けて、自らのキャリアの『譲れないもの』が

徐々に変容していくプロセスであり、新田 (2002)が指摘する、 『物語』の語り直しが展開

していくプロセスとも符号することが示唆された。

一方で、キャリアチェンジを検討する段階においては、く限られた可能性の例示>、く

限定された求人情報の提供>としづ概念で表現されるように、具体的なキャリア面での支

援のプロセスが含まれていることが示唆された。このように、キャリアチェンジの段階に

おいては、中高年男性失業者が、これまでの長年のキャリアを捨て、喪失感、不安感等を

抱きながらも、あらたなキャリアに挑戦せざるを得ない局面を支援していくプロセスには、

『メンタル面とキャリア面の統合した支援』のプロセスが含まれていることが示唆された。
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2. 中高年男性失業者の心理的援助の担い手としての臨床心理士について

ここでは、中高年男性失業者の支援について、その失業体験に纏わる語りをじっくり聴く

ことにより、これまで所属していた組織における個人の『物語』を転換していく支援の重

要性について考察し、中高年男性失業者の心理的援助の担い手としての臨床心理士につい

て考察する。

また、本研究における中高年男性失業者の 2つの属性の研究から、中高年男性失業者に

とって、この失業の期間はく限られた選択肢を検討せざるを得ない>等、次の再就職先を

決めていく等、自らの短期的なキャリアについての探索する時期でもあり、同時にく追い

込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>プロセスを経て、自分が大事にしていることが

明確になり、 『し、かに生きるべきか』とし 1う長期的な視野でのキャリアを探索する時期で

もあることが示唆された。また、コアカテゴリー「意図しない家族・会社時間の逆転Jに

おいて表現されているように、失業期間は家族との関係性が変容する時期であることも示

唆された。さらに、カテゴリー「会社を通じたつながりが薄れていく」で表現されるよう

に、失業期間は会社組織との距離の取り方が変化する時期であることも示唆された。この

ような本人を取り巻く人、組織との関係性が変化するプロセスの中で、中高年男性失業者

の『物語』を転換していく支援の重要性について考察する。

先行研究概観で前述したように、河合(2002)は「人間は自分の経験したことを、自分のも

のにする、あるいは、自分の心に収めるには、その経験を自分の世界観や人生観の中のな

かにうまく組み込む必要がある。その作業はすなわち、その経験を自分の納得のゆく物語

にすること」として、自らの人生に自らの経験を整理して位置づけてし、く手法としての『物

語』の重要性を指摘した。また、新田(2002)は『固い物語』と『柔らかい物語』としづ概念

を提示して、心理的援助における『物語』の重要性を強調している。また、前述したよう

に、坂爪(2003)においても「個人のキャリアには、課長・部長といった職位や、営業や研究

開発といった職務経験などの客観的なレベルと、『語(story.telling)~と呼ばれる、個人が自

分の職務経験をどのように認識し、語るかという主観的なレベルがあるが存在する」と指

摘しているように、失業のキャリカウンセリングにおける、主観的な内面の語りの重要性

を指摘している。

本研究においても、再就職支援会社のキャリアカウンセラ一、家族、仲間等の多軸のソ

ーシャルサポートとの日々の関わりの中で、例えば、リストラ宣告時に感じていたく献身

の思いへの裏切り>等で表現される、怒 りの『固い物語』が、キャリアカウンセラ一等の

ソーシャルサポートとの言葉を媒介とした相互作用がある失業体験のプロセスの中で、

徐々に、ほぐされて変容していくプロセス等が示唆された。

また、く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>としづ概念で表現されるように、

中高年男性失業者は、失業期間中に自分の人生で『譲れないもの』が明確になっていくプ

ロセスを経験していることが示唆された。すなわち、再就職活動中におけるキャリアカウ
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ンセラーとの日々の関わり、および、家族、仲間との関わり、そして、再就職先候補への

応募、面接における準備等の具体的な活動により、新田 (2002)が指摘しているように、日々

の環境との相互作用の中で、 『物語』を何度も語り直していくうちに自分にしっくりした

『物語』に語り直されていくプロセスが徐々に進行していくことが明らかになった。

さらに、前述したように、 White&Epston(1992)は『ドミナント・ストーリー』と『オル

タナティブ・ストーリー』という概念を提示し、「人々は、自分の経験を独自の物語にスト

ーリングすることによって、自分の人生や人間関係に新しい意味付けをしていく Jとして、

これまで認識していなかった代わりの物語に転換していくための心理的援助の重要性を指

摘している。本研究においても、く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>等で表

現されるような、 『自分らしさとは何か』、 『等身大の自分は何か』等、は、これまでの

会社中心の物語の転換が起こり、他者との比較ではなく、自分にとって本質的に重要なこ

とを見出す、自分オリジナルな物語に転換しつつあるプロセスを経験していることが示唆

された。このように、中高年男性失業者が将来のキャリアを長期的視野で考え、展開して

いくプロセスは、自らの物語を書き変えるプロセスと比時的に捉えることができる。つま

り、中高年男性失業者が、企業組織との関係性の中で蓄積してきた『ドミナント・ストー

リー』を、自分オリジナルな『オルタネティブ・ストーリー』に書き変えていくプロセス

と捉えることができる。

しかし、中高年男性失業者が物語を書き変えていくプロセスは、個人のキャリアにとっ

て大きな転換期に未経験の異質性、他者性と遭遇する中で、これまでのキャリアが通用し

ない等、キャリア上のパラダイム転換を迫られ、相当な痛みを伴うプロセスであることが

示唆された。すなわち、リストラ宣告される前のく責任ある仕事を完遂できない喪失感>、

く第一線からの撤退を余儀なくされる>、く病気の無理解への諦め>、く会社組織への愛

着の減退>、く残っても居場所がない>、く残っても病気悪化の不安>等の一連の喪失、

不安のプロセス、および、再就職活動中のく底なしの書類不合格>、く積み上げてきたも

のが崩される面接不合格>、く永久に職に就けない不安>等の多軸の挫折、喪失体験等に

遭遇しなければならない。

したがって、中高年男性失業者を支援していくためには、中高年男性失業者を抱える喪

失感、不安等、多軸のネガティブな感情を受け止め、その置かれた状況に合わせた心理的

援助が必要であることが示唆された。

また、本研究を通じて、中高年男性失業者が、失業期間中に自らのキャリアについて、

真撃に向き合い相談する相手が限られることが示唆された。配偶者等、家族からの支援も

当然、重要なのだが、心の支えにはなっても、距離が近すぎて、今後のキャリアについて

本音の話はしづらい関係性にある。さらに言えば、一緒に暮らし、家計も同じになので、

収入が無い中高年男性失業者にとっては、ストレッサーになってしまう場合もあることが

示唆された。一方で、中高年失業者を支える支援者の中でもキャリアカウンセラーの役割

が重要であることが示唆された。キャリアカウンセラーは、同じビジネスマンである仲間
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意識が信頼関係の土台にあり、お互いのキャリアについて真撃に向き合うことができ、一

緒にキャリアについて考えてして信頼感を醸成していくことができる可能性が高い。した

がって、二者が共有する、相互作用の場が『触媒』として機能して、先が見通しづらい、

中高年男性失業者のキャリアに対する展望が開ける可能性があることも示唆された。

このように、様々な面で転換期にある、中高年男性失業者に真撃に向き合い、信頼感を

持って支援していく担い手としてのキャリアカウンセラーの役割は大きく、メンタル面と

キャリア面の統合した支援が求められる。自分の内面と向き合い、自己理解を深めること

と、自分のキャリアの言語化、明確化することが求められる。また、このような中高年男

性失業者の心理的援助、および、キャリア上のパラダイム転換の支援において、臨床心理

的アフ。ローチで支援できる、臨床心理士が持つ機能の役割は大きいことが想定される。高

橋 (2010)は、中高年失業者に対する心理的援助に対する心理職の役割について、以下のよ

うに述べている。「中高年失業者の話をじっくりと聴くことのできる重要性が示唆された。

丁寧に話を聴くということは心理士の専売特許のようなものではあるが、長い職業人生の

後に職を失うという体験をした人の話をじっくりと聴くということは、大変な作業であるい

「しっかり、聴ける教育はあらためて、必要。援助場面においても、彼らがこれまで築い

てきたプライドや鎧を大事にすべきことは言うまでもなしリ、 「心のケアの専門家といわ

れる心理職には、心理的援助という立場から、彼らを社会に繋ぐ役割が期待されるJ。ま

た、贋)11(2006)は、「支援の方向やエンパワーメントのツボは、一人ひとりの語りを聴くと

ころから明らかになってくる。これまでどう生きてきたのか、いきいきと生きた瞬間はど

んな時だ、ったのか、今、何を幸せと感じて生きているのか、これからどうやって生きてい

きたいのか、それらを聴くことで、初めて、その人にとって望まく、かっ可能な働き方が

見えてくるのではないか」と、失業者の失業体験の心理的プロセスを詳細に把握した上で、

失業者への心理的援助を明らかにすることの重要性を指摘している。

以上のように、丁寧に話を聴くということの専門家であり、心のケアの専門家である、

臨床心理士は、中高年男性失業者を支援するキャリアカウンセラーの位置づけで、支援の

担い手になりえることが期待される。しかし、実際に、中高年男性失業者を支援するキャ

リアカウンセラーの位置づけで仕事をしている臨床心理士は極めて少ない状況にあると想

定される。実際、研究者が所属している再就職支援会社では、 200数十名程度のキャリアカ

ウンセラーが所属しているが、臨床心理士の資格を有しているのは、研究者 l名のみであ

る。

一方で、再就職支援会社における、キャリアカウンセラーとしての位置づけで、臨床心

理士が力を発揮していくためには、産業組織に対する理解と、働く人が急激に変化する組

織の中でどのような環境に置かれ、どのような心理的負荷がかかっているのかについての

共感的な理解が必要になる。臨床心理士は、会社組織のことに対する理解が低いことも指

摘される。これまでの分析で見てきたように、精神疾患を抱えて中高年男性失業者は、再

就職活動にする中で、く年齢の壁が立ちはだかる><精神疾患の壁が立ちはだかる>、あ
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るいは、自分が得意としてきた仕事をしていた時に、精神疾患を発症しているので、く再

発の不安で得意な仕事への鴎賭>を感じたり、また、 「選択肢を狭まる諦めjを感じたり、

自分の内面を見つめながら、精神疾患を抱えながらも、自分の内面を見つめる作業と、再

就職活動の両方を進めていかねばならない。また、失業期間が長期化した、中高年男性失

業者は、く底なしの書類不合格>、く積み上げてきたものが崩される面接不合格>、く永

久に職に就けない不安>等の挫折、喪失体験等の【出口無き暗閣を歩く】体験している。

このように、心理的援助の専門家である臨床心理士が、再就職支援会社のキャリアカウン

セラーの位置づけで、一定の役割を果たせることが想定されるが、長年、企業で勤務して

きた、中高年男性失業者を共感的に理解するためには、会社組織で働くことの理解、会社

そのもの仕組み等に対する知識、経験が必要であること指摘できる。

以上のように、再就職支援会社の中高年男性失業者を支援するキャリアカウンセラーの位

置づけでの、臨床心理士の可能性と課題について言及した。

これまで述べてきたことを整理すると、本研究を通じて、以下の知見が得られた。

第一に、リーマンショック後の経済環境下、精神疾患を抱えた中高年失業者、長期化(1

年以上)した中高年男性失業者としづ限定された属性における、現実味、切実感のある失

業体験のフ。ロセスを明らかにすることができた。本研究においては、調査時に失業状態で

再就職活動中の研究対象にインタビ、ュー調査をすることにより、失業体験の渦中にある中

高年男性失業者の心理的プロセスを明らかにすることができ、より有効な心理的援助につ

いて手かがりを得ることができた。

第二に、中高年男性失業者については、リストラ宣告されるかなり以前より、会社組織

に抱く愛着の感情が薄まっていくプロセスが始まっていることを明らかにすることができ

た。すなわち、精神疾患を抱えた中高年失業者については、く責任ある仕事を完遂できな

い喪失感>、く第一線からの撤退を余儀なくされる>、く病気の無理解への諦め>、く会

社組織への愛着の減退>、く残っても居場所がない>等の概念で構成される「リストラ以

前に組織から引き剥がされるJというカテゴリーで表現される、会社組織に抱く愛着が薄

まっていくプロセスが明らかになった。また、長期化した中高年失業者については、会社

内の人間関係、会社が扱っている商品等、様々な面で勤務してきた会社との繋がりや強い

愛着を感じながらも、同時に、会社内の処遇、仕事内容の適合の度合い等の様々の要因で、

リストラを宣告される以前から、会社との心理的距離が離れていくプロセスが明らかにな

った。以上のプロセスが明らかになったことにより、中高年男性失業者がリストラ宣告時

に会社組織との関係をどのように受け止めているかについて、援助する側がある程度の想

定を持って接することができ、中高年男性失業者への心理的援助の精度を上げるための手

がかりを得ることができた。

第三に、失業体験のプロセスのモデルにおいて、精神疾患を抱えた中高年男性失業者、

および、長期化した中高年男性失業者と、再就職支援会社のキャリアカウンセラ一、家族、

元会社の同僚、会社以外の仲間等のソーシャルサポートとの関係性の相互作用を包含した
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プロセスの様相を明らかにすることができた。以上のように、中高年男性失業者を取り巻

くソーシャルサポートとの相互作用が明らかになったことにより、援助する側としては、

中高年男性失業者が様々な困難に遭遇する中で、ソーシャルサポートとの関係性、相互作

用も心理的援助の枠組みに入れながら支援することにより、中高年男性失業者への心理的

援助の精度を上げるための手がかりを得ることができた。

第四に、中高年男性失業者が失業期間中に遭遇する困難をどのように受け入れるのかの

プロセス、および、再就職支援会社で支援しているベテランキャリアカウンセラーが困難

に遭遇する中高年男性失業者を支援するプロセスについて、中高年男性失業者が受け入れ

る困難な現実のプロセスごとに、心理的援助を受ける側、心理的援助を実施する側のそれ

ぞれについて、メンタル面の支援とキャリア面の支援が統合して相互作用し合うプロセス

が存在することが明らかになった。以上のプロセスが明らかになったことにより、援助す

る側としては、中高年男性失業者の再就職活動中に各段階において、メンタル面の支援と

キャリア面の支援を合わせた支援を意識的に行うことができ、中高年男性失業者への心理

的援助の精度を上げるための手がかりを得ることができた。

第五に、中高年男性失業者が、失業期間中に自らのキャリアについて、真撃に向き合い

相談する相手が限られること、そして、中高年男性失業者を支える支援者の中でもキャリ

アカりンセラーの役割が重要であることが明らかになった。再就職支援会社のキャリアカ

ウンセラーは、中高年男性失業者と同じビジネスマンである仲間意識が信頼関係の土台に

あり、お互いのキャリアについて共感を持って真撃に向き合うことができ、一緒にキャリ

アについて考えてし吋信頼感を醸成していくことができる可能性が高く、両者が共有する、

相互作用の場が『触媒』として機能して、中高年男性失業者のキャリアに対する展望が開

ける可能性があることも示唆された。また、心理的援助の専門家である臨床心理士が、会

社組織で働くことの理解、会社そのもの仕組み等に対する知識、経験を積み重ねることに

より、再就職支援会社のキャリアカウンセラーの位置づけで、一定の役割を果たせる可能

性についても手がかりを得ることができた。

II. 本研究の限界と今後の展望

1.本研究の限界

本研究の限界として、以下の点が挙げられる。

( 1 )第一に、本研究においては、調査対象が再就職支援会社の中の 1社のみであり、そ

の 1社に限定してデータをもとにした分析だ、ったことである。それぞれの再就職支援会社

において、中高年男性失業者とキャリアカウンセラーの関係性、および、再就職支援の具

体的な関わり方、支援の手法等の相違によって、心理的援助の内容、プロセスも変わって

くる可能性もある。
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(2)第二に、本研究においては、再就職支援会社で支援を受けている中高年男性失業者

で精神疾患を抱えながら活動をしている中高年男性失業者、および、失業期間が長期化(1

年以上)している属性を調査対象にしたが、本研究の対象以外の他の属性も、様々な困難

を抱えて心理的援助を必要している調査対象者として考えられる。例えば、長期間の再就

職活動の結果、再就職を実現したが、入社後の様々な環境変化の中で、退職を余儀なくさ

れ、再度、再就職活動に専念せざるを得ない中高年男性失業者、あるいは、再就職活動中

に、親の介護や自分自身の病気等を抱えて、再就職活動を中断せざるを得ない中高年男性

失業者等、が考えられる。このように、中高年男性失業者の属性によって、失業体験も異

なり、その違いによってイ心理的援助のあり方も変わってくることが想定される。

(3)本研究においては、調査対象をキャリア 5年以上のベテランキャリアカウンセラー

の心理的援助のプロセスに焦点を当てたが、実際の中高年男性失業者の再就職の支援者は、

心理的援助のトレーニングを受けていないキャリアが短いキャリアカウンセラーが大半を

占めている現状がある。したがって、本研究の限界として、キャリアの短いキャリアカウ

ンセラーに焦点を当てた研究については、手つかずに終わってしまったことが挙げられる。

(4) 当初は、中高年男性失業者について、属性の違う支援を受ける側の体験モデ、ルと、

支援者側のキャリアカウンセラーの体験モデルを通じて、統合した支援モデ、ルを生成する

ことを意図したが、研究 1'"'"'3のそれぞれの体験モデルの提示にとどまったことが本研究

の課題として挙げられる。

2.今後の展望

以上の本研究の限界を踏まえると、今後の展望として以下の点が挙げられる。

( 1 )調査対象を他の再就職支援会社についても拡げて実施し、中高年男性失業者に対す

る心理的援助のプロセスについて、他の再就職支援会社も含めた、再就職会社における領

域限定のモデ、ル化を検討することも可能になることが想定される。そうすることによって、

再就職支援会社における、心理的援助のモデ、ルの精度の精微化が図れ、現場での応用につ

いても汎用性が高くなることが想定される。具体的には、複数の再就職支援会社のベテラ

ンキャリアカウンセラーを分析焦点者にした研究等が検討される。

(2) 心理的を必要として調査対象者を拡大していくことも視野に入れる必要がある。そ

して、それぞれの限定された領域での再就職の困難を受け入れていくモデルを提示するこ

とにより、現場における心理的援助の精度が向上し、それぞれの中高年男性失業者の状況

に応じた支援が可能になることが想定される。

(3 )キャリアが短いキャリアカウンセラーに焦点を当てた研究を行うことにより、心理

的援助ができていない状況や、逆に、キャリアが短いキャリアカウンセラーが困難を抱え

た中高年男性失業者を支援しているうちに、自分自身のストレスが溜まり、心理的援助を

必要になっている状況なども浮き彫 りにされることが想定される。

(4) 引き続き、支援を受ける側、支援を実施する側の考察を進め、支援を受ける側と支

援を実施する側の統合したモデルの生成のために、研究を進めることが必要である。そう
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することによって、再就職支援会社における、心理的援助のモデルの精度の精微化が図れ、

現場での応用についても汎用性が高くなることが想定される。

以上のように、再就職支援会社における、調査についても、継続的な調査が必要になる。

また、現状、失業者の中で、再就職支援会社の支援を受けている状況を鑑みると、ハロー

ワーク等の公的組織の支援を受けながら再就職活動をしている失業者の困難さも把握して

いくことも急務である。~失業』としづ人生の大きな節目を、さらに豊かな老年期に向か

う人生の分岐点とできるか、あるいは、心身ともに厳しくなってし、く人生の坂道を転がり

落ちる分岐点となってしまうかは、大きな違いである。研究者としては、本研究で明らか

になった失業体験のプロセス、および、心理的援助のプロセスが、中高年男性失業者にお

いて、中高年期において図らずも遭遇してしまった『失業』としづ人生の大イベントを、

これまでのキャリアの大きな振り返りの時間として有効に使い、かっ、今後の豊かな老年

期に向かう、キャリアの大きな方向性を定めるための検討期間、 トライアル期間として有

効に使ってもらうための一助になればと願ってやまない次第である。
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謝しております。私が長年、慣れ親しんだ企業論理の中で、ともすれば、クライエントの

深い悩み、苦しみ、不安等、クライエントの思いに留まることを見失いがちになる私に対

して、絶妙のタイミングで貴重なご指摘をいただきました。また、夏季休暇、冬季休暇等

に全く関係なく、当たり前のように開催される毎週の新田セミでは、グループ。スーパーバ

イズという形態で、歴代の修士の新田ゼミの皆様には、博士論文の企画・構想、インタビ

ューデータの共有、概念、カテゴリーの生成、及び、結果図生成等、 M-GTAを用いた研究

の全てのプロセスにおいて、世代、経験を超えて多大なる協力をしていただきました。新

田ゼミのメンバーの存在なしに、博士論文の研究は成り立たなかったといっても過言では

ございません。本当に感謝しております。まさに、 M-GTAという質的研究における、スー

ノぐーヴァイズの重要性を体現した形のゼミの構造に助けられて、ここまでに至ったという

のが実感です。そして、最近、参加している、 M-GTA研究会においては、立教大学教授の

木下康仁先生をはじめ、事務局されている先生方には、私の論文に対して、個別のアドバ

イスもいただき、とても参考になりました。特に、 M-GTA研究会での発表時に、私のスー

ノミーヴァイズを担当していただいた、熊本保健科学大学准教授の佐川佳南枝先生には、
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rM-GTAを用いた研究とは何か」とい うことを、具体的なアド、パイスを持って、教えてい

ただきました。

一方、このたび、貴重なデータを提供していただいた、株式会社 リクルートキャリア

コンサルティングのベテランキャリアカウンセラーのみなさまです。インタビ、ューをしな

がら、それぞれの先輩キャリアカウンセラーの生き様に触れることができ、研究のデータ

としてご協力だけでなく、馬場個人のキャリアカウンセラーとしての姿勢、これからのキ

ャリアの参考にさせていただきました。また、所属しているキャリアカウンセラーの紹介

で、インタビューのご協力をいただいた、中高年男性の皆様には感謝しきれません。

ご本人の活動で大変な状況にも拘わらず、調査にご理解し 1ただき、貴重な機会を与えて

いただいた、皆様には本当に感謝しております。この感謝を形で表現するためには、研究

の成果を現場で活用して、精神疾患を抱えて活動している人、失業が長期化して支援を必

要としている人に対して、少しでも精度の高い支援をできることだと思っております。

最後に、私がこの年齢で、研究することを見守ってくれ、励まし続けてくれた、妻とふた

りの子どもには本当に感謝です。今後、私が一人前の研究者になり、このたびのプロセス

と結果を、家庭という場に活かすことで感謝を形でお返ししたいと思います。
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